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千
葉
県
を
そ
の
漢
学
活
動
を
基
準
に
区
分
け
し
た
場
合
、
①
上
総
・
下
総
西

部
、
②
上
総
・
下
総
東
部
、
③
東
葛
、
④
安
房
の
四
区
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
上
総
・
下
総
西
部
（
千
葉
郡
・
君
津
郡
・
市
原
郡
）
に
お

い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
は
、
一
見
し
て
、
君
津
郡
に
お
い
て
の
み
活
発
な
漢
学

活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
。
千
葉
郡
は
一
般
の
寺
子
屋
教
師

を
別
と
し
て
、
そ
れ
を
越
え
る
学
識
が
あ
っ
た
と
思
し
い
学
者
に
、
五
田
保
村
の

君
塚
玄
圃
、
落
井
村
の
長
谷
川
修
竹
、
村
田
村
の
天
羽
南
翁
、
千
葉
町
の
安
井
敏

雄
ら
が
い
る
の
み
で
、
し
か
も
、
彼
ら
の
遺
稿
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い

（
１
）。

も
っ
と
も
千
葉
町
の
都
川
、
猪
鼻
山
な
ど
は
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
た

め
、
多
く
の
文
人
が
景
勝
地
を
歌
う
漢
詩
を
残
し
て
い
る

（
２
）が

、
そ
れ
は
、
厳
密
に

は
郷
土
に
根
差
し
た
活
動
と
は
言
い
難
い
。

　

君
津
郡
は
、
ま
ず
飯
富
村
飽
富
神
社
の
社
家
深
河
（
深
川
）
氏
か
ら
元
携
、
光

彦
、
猷
栄
な
ど
多
く
の
学
者
が
生
ま
れ
て
お
り

（
３
）、

さ
ら
に
高
柳
村
（
現
木
更
津
市

北
部
）
に
あ
っ
た
至
徳
堂
で
は
、
鈴
木
元
朋
、
時
田
佑
の
ほ
か
、
松
下
葵
岡
、
朝

川
善
庵
、
正
木
幽
谷
、
嶺
田
楓
江
、
佐
久
間
永
世
な
ど
が
教
え
、
そ
の
門
下
生
と

し
て
重
城
保
、
そ
の
縁
者
と
し
て
織
本
東
岳
、
佐
久
間
鼎
・
省
三
、
森
長
守
ら
が

輩
出
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
と
別
の
系
統
に
、
伊
藤
誠
斎
、
木
村
利
右
衛
門
ら
も

輩
出
し
た
。
彼
ら
の
遺
稿
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
漢
学
活
動
が
極
め
て
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
を
窺
え
る

（
４
）。

　

市
原
郡
（
現
市
原
市
）
に
つ
い
て
は
、
本
稿
と
の
関
わ
り
か
ら
、
や
や
詳
細
に

説
明
す
る
。
ま
ず
『
千
葉
県
市
原
郡
誌
』（
千
葉
県
市
原
郡
役
所
、
一
九
一
六
。

以
下
『
郡
誌
』
と
略
す
）
で
は
、
漢
文
碑
が
三
十
、
漢
文
資
料
が
十
二
、
漢
詩
が

十
八
首
、
漢
学
者
の
伝
記
が
十
三
件
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
目
ぼ
し
い

者
に
は
、
鶴
牧
藩
修
来
館
館
長
田
中
篤
実
、
同
次
長
豊
田
一
貫
の
ほ
か
、
鴇
矢
鹿

門
、
日
高
誠
実
、
鶴
岡
安
宅
が
い
る
。
さ
ら
に
『
市
原
市
史
』
中
巻
、
下
巻
、
別

巻
、
資
料
集
（
近
世
編
３
上
）（
市
原
市
、
一
九
八
六
、
一
九
八
二
、

一
九
七
九
、二
〇
一
八
）
で
は
、
新
た
に
漢
文
資
料
が
十
一
、
門
人
帳
が
二
、
漢

学
者
の
伝
記
が
九
、九
人
の
漢
詩
が
紹
介
さ
れ
、
鶴
牧
藩
・
菊
間
藩
・
鶴
舞
藩
の

藩
校
が
概
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
目
ぼ
し
い
者
に
は
、
西
賀
文
仲
、
小

貫
庸
徳
、
桐
谷
伝
作
、
石
橋
奎
、
真
板
頑
石
が
い
る
。
ま
た
、
川
崎
喜
久
男
氏

『
筆
子
塚
研
究
』（
多
賀
出
版
、
一
九
九
二
、
以
下
『
筆
子
塚
』
と
略
す
）
で
は
、

新
た
に
十
九
の
漢
文
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
石
川
逸
郎
が
目

千
葉
県
市
原
市
に
お
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の
翻
刻
（
一
）

辻

井

義

輝
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を
惹
く
。『
市
原
市
八
幡
の
石
造
物
研
究
』（
八
幡
史
学
館
名
所
一
〇
〇
選
チ
ー

ム
・
八
幡
の
石
造
物
研
究
会
、
二
〇
一
三
）
で
は
、
八
幡
地
域
の
十
一
の
漢
文
碑

が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
５
）。

こ
の
ほ
か
、
新
た
に
十
六
の
漢
文
碑
が
個
別
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
各
所
で
触
れ
る
。
先
行
調
査
研
究
に
基
づ
く
限

り
、
一
見
す
る
と
、
市
原
郡
に
は
学
者
・
文
人
が
わ
り
あ
い
多
く
い
た
こ
と
が
窺

え
る
が
、
現
況
に
お
い
て
、
そ
の
遺
稿
の
残
存
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず

（
６
）、

市
原

郡
で
展
開
し
た
漢
学
活
動
は
、
千
葉
郡
よ
り
は
活
発
だ
っ
た
も
の
の
、
君
津
郡
に

比
べ
る
と
、
さ
し
て
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
こ
の
ほ
ど
、
市
原
郡
に
お
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の

調
査
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
市
原
郡
で
行
わ
れ
た

漢
学
活
動
は
、
君
津
郡
に
お
け
る
そ
れ
に
比
べ
て
、
質
量
と
も
に
、
決
し
て
劣
ら

な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
う
に
至
っ
た
。
ふ
り
か
え
る
と
、
市
原
郡
に
お
け
る
漢
学

活
動
の
調
査
研
究
は
決
し
て
周
到
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
学
者
・
文
人
の

紹
介
は
ほ
と
ん
ど
が
簡
略
に
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
そ
の
資
料
の
翻
刻

も
誤
字
・
脱
字
が
目
立
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
読
む
に
堪
え
得
な
い
現
状
に
あ
る
。
翻

刻
ど
こ
ろ
か
紹
介
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
極
め
て
多
い

（
７
）。

言
い
換
え
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
市
原
郡
の
漢
学
活
動
が
盛
況
に
み
え
な
か
っ
た
の
は
、
市
原
郡
に

お
け
る
漢
学
活
動
が
不
活
発
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
調
査
研
究
自
体
が
本

格
的
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
郷
学
研
究
の
出
発

点
と
し
て
、
先
ず
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
、
原
典
を
翻
刻
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
本
稿
を
手
始
め
に
、
こ
れ
か
ら
市

原
郡
内
に
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の
翻
刻
を
、
次
々
と
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
調
査
研
究
は
、
各
石
碑
・
資
料
を
お
持
ち
の
方
々
、
地
域
の
方
々
の

寛
大
な
ご
厚
意
・
ご
助
力
の
お
か
げ
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
改
め
て

深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

凡
例

一�

、
本
稿
で
い
う
漢
学
活
動
と
は
、
往
来
物
な
ど
に
よ
り
「
か
な
」
を
教
え

る
に
止
ま
ら
ず
、
四
書
五
経
な
ど
を
通
じ
漢
文
を
教
え
る
活
動
や
、
漢
文
・

漢
詩
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
創
作
す
る
活
動
を
指
す
。

一�

、
本
稿
で
取
り
扱
う
漢
文
碑
・
資
料
は
、
各
時
代
の
価
値
観
や
生
活
誌
が

窺
え
る
も
の
や
、
歴
史
的
事
件
を
表
記
し
た
も
の
な
ど
、
文
化
的
・
歴
史

的
価
値
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。

一�

、
単
に
物
故
者
の
俗
名
や
戒
名
、
係
累
、
没
年
月
日
な
ど
を
記
し
た
も
の

は
基
本
的
に
省
く
。
ま
た
、
宝
塔
の
類
も
、
通
常
、
陀
羅
尼
経
の
文
言
を

連
ね
た
に
と
ど
ま
る
た
め
、
基
本
的
に
対
象
か
ら
外
す
。
但
し
、
高
名
な

漢
学
者
に
よ
る
文
は
、
そ
れ
自
体
、
文
化
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
全
て
翻
刻
の
対
象
に
入
れ
る
。
さ
ら
に
、
代
官
名
主
、
名
主
家
の

資
料
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
長
期
間
に
わ
た
り
名
望
家
と
目
さ
れ
て
き
た

と
同
時
に
、
地
域
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う

歴
史
的
意
味
に
基
づ
き
、
特
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
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一�
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
隷
書
・
篆
書
・
草
書
は
、
で
き
る
限

り
正
字
体
に
直
す
。
繰
り
返
し
記
号
は
全
て
「
々
」
で
統
一
す
る
。

一�

、
原
文
は
基
本
的
に
全
て
白
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
句
点
を
施
す
こ
と

と
す
る
。（
但
し
、
一
部
の
も
の
に
は
、
も
と
も
と
句
点
が
付
さ
れ
て
い

た
た
め
、そ
れ
は
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
。そ
の
際
は
そ
の
旨
特
記
す
る
。）

一�

、
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
□
を
附
し
、
脈
絡
や
残
存
字
形
か
ら
類
推
し
て

読
み
取
っ
た
文
字
は
（　

）
で
覆
っ
て
表
記
す
る
。
連
続
し
た
文
中
に
空

白
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
（
空
）
を
付
す
る
。

一�

、
原
文
は
追
込
み
で
表
記
す
る
こ
と
と
し
、
改
行
は　

」　

で
表
す
。

一�

、
行
政
区
画
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
明
治
三
十
年
四
月
施
行
の
「
郡
」

表
記
、
明
治
初
期
に
お
け
る
「
村
」
表
記
を
用
い
、
さ
ら
に
村
内
の
集
落

に
つ
い
て
は
「
〇
〇
地
区
」
と
表
記
す
る
。

資
料
一　

吉
野
常
利
墓
碣
と
由
緒
書

　

当
該
資
料
は
、
旧
松
ヶ
島
村
在
住
永
井
泰
子
氏
所
蔵
の
巻
物
を
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
存
在
は
、
永
井
家
の
古
文
書
の
整

理
に
与
か
る
鎌
倉
街
道
を
歩
く
会
・
鎗
田
誠
氏
の
お
か
げ
で
知
り
得
た
。
紙
面
を

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
当
該
巻
物
は
、
①
成
島
司
直
（
一
七
七
八
～

一
八
六
二
）
に
よ
り
和
文
で
書
か
れ
た
「
奉
先
報
徳
偈
」、
②
筒
井
政
憲

（
一
七
七
八
～
一
八
五
九
）

（
８
）

に
よ
り
漢
文
で
書
か
れ
た
「
吉
野
常
利
墓
碣
」、
③
旧

五
井
村
・
守
永
寺
の
住
職
闡
譽
上
人
に
よ
り
漢
文
で
書
か
れ
た
由
緒
書
、
④
大
江

堂
よ
し
彦
に
よ
る
俳
句
の
四
部
分
か
ら
成
る
。
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
漢
文
部
分
の

み
を
翻
刻
し
た
。

　

永
井
家
は
、
三
河
国
吉
野
郷
の
出
身
で
、
松
ヶ
島
村
に
お
け
る
草
分
け
六
家
の

一
つ
と
い
わ
れ
、
天
正
八
年
以
前
に
す
で
に
該
地
に
定
住
し
て
い
た

（
９
）。

こ
の
巻
物

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
吉
野
常
利
（
寛
永
六
年
没
）
は
、
当
家
の
始
祖
に
あ
た

り
、
当
該
資
料
に
お
い
て
、
松
ヶ
島
の
地
を
開
発
し
た
人
物
と
し
て
、
そ
の
活
躍

が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
当
家
は
こ
の
人
物
か
ら
「
吉
野
」
を
称
し
、
代
々
に
わ
た

り
、
当
主
は
「
宇
右
衛
門
」
を
称
し
、
名
主
・
組
頭
を
歴
任
し
た
。
松
ヶ
島
村
が

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、
①
榊
原
領
と
②
天
領
→
佐
貫
藩
領
な
ど
→
中
野
領
に

分
か
れ
て
以
後
は

（
（1
（

、
後
者
の
名
主
・
組
頭
を
歴
任
し
た
。
六
代
目
宇
右
衛
門
の
代

に
な
る
と
、
宇
右
衛
門
が
三
男
・
銀
蔵
を
伴
っ
て
隠
居
分
家
を
成
し
、
吉
野
家
は

二
つ
に
分
か
れ
た

（
（1
（

。
本
家
は
屋
号
を
「
本
郷
」
も
し
く
は
「
七
郎
左
衛
門
」
と
い

い
、
隠
居
分
家
は
、
屋
号
を
「
に
い
え
」
も
し
く
は
「
養
右
衛
門
」
と
い
っ
た
。

明
治
に
な
る
と
、
両
家
共
に
「
永
井
」
姓
に
復
し
た
。
守
永
寺
の
住
職
闡
譽
上
人

（
（1
（

に
よ
る
由
緒
書
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
該
巻
物
は
本
家
「
七
郎
左
衛
門
」
家
と

分
家
「
養
右
衛
門
」
家
に
分
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
の
巻
物
の
所
蔵
者
永

井
泰
子
氏
は
、
そ
の
う
ち
「
養
右
衛
門
」
家
の
継
承
者
で
あ
る
。「
吉
野
常
利
墓

碣
」
に
出
て
く
る
吉
野
常
房
は
、
本
家
十
二
代
宇
右
衛
門
常
房
の
こ
と
で
、「
大

江
堂
」
も
し
く
は
「
よ
し
彦
」
と
称
し
た

（
（1
（

。

　

吉
野
常
利
墓
碣

吉
野
常
房
者
、上
總
州
市
原
郡
松
島
」
之
邑
長
也
、蓋
其
先
永
井
平
馬
常
利
、」
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嘗
捐
三
州
之
舊
業
而
到
此
地
、
披
榛
」
攘
莽
、
及
其
室
家
、
聿
來
胥
宇
、
而

故
地
」
慕
賢
之
徒
、
比
々
陸
續
、
尾
蹤
而
來
歸
、」
于
茲
闢
田
起
廬
、
乃
疆

理
宣
畝
、遂
成
」
一
邑
矣
、常
利
嘗
寓
于
同
州
吉
野
鄕
、」
因
以
吉
野
爲
族
稱
、

子
孫
冒
之
、
寛
永
」
六
年
十
月
十
二
日
、
常
利
終
于
家
、
年
」
八
十
有
五
、

常
房
其
十
一
世
孫
也
、
蓋
」
累
世
爲
邑
長
、
上
奉
職
下
惠
衆
、
勉
業
」
恤
窮
、

無
所
不
至
、
是
以
闔
邨
信
戴
其
敎
」
誨
矣
、
今
茲
常
房
、
樹
石
勒
祖
勲
、
欲

以
」
永
貽
于
世
、
使
子
孫
不
隕
祖
業
、
不
捐
」
家
聲
、
乃
謁
成
島
司
直
、
以

國
語
記
其
」
事
歴
、
今
復
請
余
以
漢
文
銘
之
、
其
篤
志
」
實
可
嘉
尚
也
、
依

銘
之
曰

　

遠
去
故
園　

到
茲
蠖
蟄　

薙
荊
披
榛
」
爰
肇
安
集　

仰
慕
之
徒　

來
歸
成

邑
」
職
業
愈
勤　

家
聲
益
熾　

累
世
奉
謨
」
孝
子
不
匱　

祖
勲
永
傳　

受
天

錫
類

時
嘉
永
五
壬
子
冬　

七
十
五
翁
筒
井
憲
撰
幷
書

二
公
賜
佳
藻
而
既
銘
之
碣
、
更
寫
二
軸
、
留
一
軸
、」
用
一
軸
、
別
置
養
右

衛
門
道
賢
之
家
、
七
朗
」
左
衛
門
常
房
之
先
、
次
門
有
三
家
、
七
郎
兵
」
衛
、

七
郎
右
衛
門
、
所
謂
養
右
衛
門
道
賢
也
、」
欲
以
籍
貫
之
功
勲
、
與
成
邑
之

縁
故
、
使
永
」
四
家
之
孫
裔
知
之
也
、
常
房
與
余
善
友
、
筆
」
請
余
、
々
也

短
毫
愚
蒙
、
辭
不
可
、
敢
賦
一
絶
」
酬
篤
志
云

　

來
此
肇
披
蓬　

安
居
依
祖
功
」
芳
蹤
人
所
記　

勒
碑
傳
無
窮

元
治
元
年
甲
子
十
月
十
二
日　

守
永
蘭
若
十
四
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

闡
譽
順
昇
書

資
料
二　

吉
野
常
廣
墓
碣

　
「
吉
野
常
廣
墓
碣
」
は
、
旧
松
ヶ
島
村
永
井
家
墓
地
に
現
存
し
て
い
る
。
筆
者

が
調
査
す
る
ま
で
、
厚
く
石
灰
化
し
た
コ
ケ
の
層
に
蔽
わ
れ
、
長
く
読
解
不
能
の

状
態
に
あ
っ
た
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
碑
は
、
資
料
一
に
出
て
き
た
吉
野

常
房
の
父
・
十
一
代
常
広
の
こ
と
を
語
っ
て
お
り
、
常
広
が
当
地
で
医
者
と
し
て

活
躍
し

（
（1
（

、
さ
ら
に
一
時
、
江
戸
に
出
て
松
本
養
民
と
名
の
っ
て
開
業
を
し
て
い
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
常
広
は
俳
句
で
も
著
名
だ
っ
た
ら
し
く
、
半
場
里

丸
の
『
杉
間
集
』（
一
八
二
六
）
の
配
本
控
え
に
「
松
ヶ
嶋
、
吉
野
宇
右
衛
門　

月
人
」
と
載
り
、
そ
の
俳
句
は
同
編
『
雪
の
か
づ
ら
』（
一
八
二
一
）
に
収
載
さ

れ
て
い
る

（
（1
（

。
書
は
（
恐
ら
く
撰
文
も
）、
次
資
料
に
で
て
く
る
岸
光
広
で
あ
る
。

　
［
表
・
題
額
］

吉
野
常
廣
墓
碣

　
［
表
・
本
文
］

吉
野
宇
右
衛
門
常
廣
、
號
鶴
齋
、
月
人
、
上
總
州
市
」
原
郡
松
ヶ
嶋
邨
之
人

也
、
祖
先
永
井
常
利
長
子
」
七
郎
左
衛
門
平
道
丹
九
世
之
孫
也
、
家
世
爲
里
」

長
、
幼
好
學
而
披
百
家
之
編
、
紀
事
者
必
提
其
要
、」
纂
言
者
必
鈞
其
玄
、

工
詩
歌
、
能
書
數
、
識
量
清
遠
、」
與
俗
不
同
、
而
醫
術
亦
巧
、
三
十
有
餘

而
寓
于
東
」
都
、
號
松
本
養
民
、
數
年
後
復
歸
于
鄕
焉
、
年
四
十
」
有
三
而

率
、
于
時
天
保
九
戊
戌
年
仲
春
十
日
也
、」
不
肖
男
常
房
、
不
勝
追
慕
、
少
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誌
來
歴
、
聊
以
述
罔
」
極
之
念
（
空
）（
空
）
卽
繋
以
銘
、
々
曰

　

親
族
稱
恩  

鄕
黨
傳
徳  

奄
忽
而
没
」
曷
勝
悽
惻  

述
此
數
言  

少
報
罔
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

次
男
貞
吉
郎
光
廣
書

資
料
三　

岸
氏
壽
藏
碑

　

岸
氏
壽
藏
碑
は
、
旧
松
ヶ
島
村
永
井
家
墓
地
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
碑
も
筆

者
が
調
査
す
る
ま
で
、
厚
く
石
灰
化
し
た
コ
ケ
の
層
に
蔽
わ
れ
、
長
く
読
解
不
能

の
状
態
に
あ
っ
た
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
碑
に
は
、
資
料
二
に
出
て
き
た

吉
野
常
広
の
弟
・
光
広
が
、
親
戚
で
あ
る
神
谷
文
右
衛
門

（
（1
（

を
伝
っ
て
西
大
平
藩
の

世
話
を
受
け
、
梅
沢
台
陽
（
一
八
五
九
没
）
や
大
澤
赤
城
（
一
八
六
五
没
）
ら
に

教
わ
っ
た
の
ち
、
岸
素
舩
の
養
子
と
な
り
、
京
橋
五
郎
兵
衛
町
に
書
家
と
し
て
自

立
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
に
は
早
稻
田
の
正
法
寺
に
岸
家
の

墓
地
が
あ
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
同
寺
に
現
存
し
て
い
な
い
。

　

以
上
、
資
料
一
～
三
か
ら
、
永
井
家
が
学
徳
豊
か
な
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
永
井
家
は
、
か
つ
て
、
旧
君
津
郡
高
柳
村
に
あ
っ
た

至
徳
堂
の
教
授
・
正
木
幽
谷
（
一
七
六
一
～
一
八
四
六
）
に
も
嫁
を
出
し
て
お

り
（
（1
（

、
こ
れ
に
よ
り
、
永
井
家
と
至
徳
堂
の
漢
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
も
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
岸
氏
壽
藏
碑
を
撰
じ
た
深
川
元
携
（
一
八
一
〇
～

一
八
五
六
）
が
旧
高
柳
村
に
近
い
旧
君
津
郡
飯
富
村
の
出
身
で
あ
る
こ
と
も
同
様

の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
。

　
［
表
・
題
額
］

岸
氏
壽
藏

　
［
表
・
本
文
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
川
元
携
撰　

䑓
陽
梅
澤
典
題
額

岸
光
廣
、
號
一
陽
、
稱
貞
吉
、
上
總
國
市
原
郡
松
島
邑
長
吉
」
野
宇
右
衛
門

常
廣
二
子
也
、
幼
而
學
書
、
遍
叩
名
家
、
以
郷
」
里
之
師
、
寓
於
神
谷
善
臣

之
家
、
善
臣
稱
文
右
衛
門
、
三
州
」
西
大
平
之
藩
臣
也
、
居
外
櫻
田
之
邸
、

以
其
親
族
、
善
資
其
」
志
、
乃
受
業
於
䑓
陽
梅
澤
先
生
、
又
受
韻
學
於
赤
城

大
澤
」
先
生
、
學
業
益
進
、
終
贅
於
岸
素
舩
之
家
、
爲
書
學
之
師
、
家
」
居

京
橋
五
郎
兵
衛
町
、
皆
期
其
壽
考
有
成
、
詎
知
天
奪
其
」
年
、
以
嘉
永
六
年

癸
丑
四
月
十
七
日
而
終
、
春
秋
廿
有
八
」
兮
、
葬
諸
岸
氏
吉
野
氏
之
先
塋
、

卽
牛
込
早
稻
田
町
長
遠
」
山
正
法
寺
、
與
上
總
國
市
原
郡
松
島
之
祖
墳
也
、

有
一
女
、」
名
愛
、
年
甫
三
歳
、
希
紹
其
書
學
、
余
既
與
之
同
國
、
且
有
一
」

面
之
識
、
因
題
其
碑
、
繋
以
銘
曰　

弱
冠
有
名
、
勤
學
不
息
」
天
奪
其
年
、

千
歳
遺
愛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
人
巽
齋
梅
澤
敬
之
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
人
神
谷
俤
藏
善
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

宇
三
郎

　

嘉
永
六
年
癸
丑
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
氏
民
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
相
輔

資
料
四　

阿
闍
梨
憲
英
墓
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
白
塚
村
寺
町
地
区
の
徳
蔵
院
跡
に
現
存
す
る
石
碑
で
あ
る
。
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算
術
に
秀
で
た
阿
闍
梨
憲
英
の
事
績
を
綴
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
初
期
の
失

火
に
よ
り
、
石
碑
の
欠
け
字
・
摩
耗
が
目
立
ち
、
読
み
取
れ
る
文
字
に
限
界
が
あ

る
。
左
面
は
右
端
も
崩
落
し
、
表
面
と
右
側
も
損
傷
が
激
し
く
、
暗
が
り
に
明
か

り
を
照
ら
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
読
み
取
れ
な
い
。
昭
和
初
頭
に
数
学

史
家
・
三
上
義
雄
（
一
八
七
五
～
一
九
五
〇
）
が
千
葉
県
に
お
け
る
算
家
を
調
査

し
た
際
、
該
寺
跡
に
立
ち
寄
り
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
も
、
す
で
に
失
火
し

た
後
で
、
ほ
と
ん
ど
現
況
と
変
わ
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
（「
西
上
総
の
諸
算
家
」

『
新
訂
・
房
総
郷
土
研
究
』
青
史
社
、
一
九
八
二
、九
一
一
～
九
一
三
、九
二
二
～

九
三
九
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
程
、
石
碑
の
執
筆
者
・

谷
鹿
門
（
鴇
矢
鹿
門
）（

（1
（

の
遺
著
複
写
が
奇
跡
的
に
発
見
さ
れ
、
判
読
不
能
な
部
分

を
補
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
該
遺
著
は
子
孫
宅
で
現
在
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
、
再
発
見
の
可
能
性
が
絶
望
的
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
万
が
一
と

思
い
、『
上
総
の
人
・
海
保
漁
村
』（
千
葉
日
報
社
、
一
九
七
七
）
の
著
者
・
滝
口

房
州
氏
の
も
と
を
探
り
当
て
て
訪
れ
た
際
、
氏
が
現
在
も
遺
著
の
一
部
分
の
複
写

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

（
（1
（

。
そ
こ
で
今
回
、
こ
の
氏
の
お
か
げ
で
当
該

碑
文
の
全
文
回
復
が
叶
っ
た
。
滝
口
氏
に
は
紙
面
を
借
り
て
、
衷
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
な
お
、
こ
の
石
碑
は
墓
石
で
は
な
く
、
墓
石
は
同
寺
院
跡
奥
に
別

個
に
現
存
す
る
。

　

以
下
の
文
は
、
現
存
石
碑
か
ら
直
接
採
録
し
た
も
の
に
基
づ
い
た
。
三
上
氏
は

石
碑
の
採
録
を
行
い
、
上
掲
論
文
で
そ
れ
を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
採
録
に
は

誤
字
・
脱
字
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
拠
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
鴇
矢
鹿
門
遺

著
と
の
校
合
は
校
注
に
示
し
た
。

　
［
表
］阿

闍
梨
憲
英
墓
碑

　
［
左
］□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
（
校
１
）
岡
氏
」
之
二
子

也
、
少
□
□
□
□
□
□
□
□
（
校
２
）
有
凌
雲
之
志
矣
、
已
過
」
弱
冠
、
而

翻
然
改
曰
、
人
生
豈
效
尺
寸
之
功
、
以
垂
名
於
竹
帛
」
乎
、
年
二
十
三
、
澹

然
入
佛
門
、
在
大
和
（
校
３
）
豐
山
長
谷
寺
、
勤
學
十
」
五
年
、
潜
心
篤
志
、

學
於
是
乎
進
矣
、
出
住
于
下
總
稻
野
山
千
」
手
院
、
而
兼
京
師
無
量
院
持
職

焉
、
年
已
七
十
、
棲
遅
於
南
總
」
白
塚
村
矣
、
君
好
算
數
、
莵
裘
之
地
、
門

無
雜
客
、
無
事
靜
坐
、
潭
」
思
於
數
學
、
至
于
天
元
勾
肱
（
校
４
）
圓
截
演

叚
之
諸
術
、
無
不
盡
其
」
精
微
矣
、
常
曰
、
算
數
者
、
古
聖
王
之
所
立
、
隂

陽
之
流
行
、
日
月

　
［
裏
］之

光
明
、
無
些
錯
行
、
而
天
下
之
民
、
安
其
生
者
也
、
豈
小
々
乎
」
哉
、
故

臨
算
珠
盤
、
正
己
閉
邪
、
無
繊
毫
之
私
、
而
後
施
乘
除
之
」
方
、
則
天
之
髙
、

星
辰
之
遠
、
可
坐
而
知
焉
、
況
卑
近
易
爲
之
事
」
乎
、
故
土
地
之
廣
狭
、
經

界
之
□
□
（
校
５
）、井
田
之
制
、□
（
校
６
）
税
之
平
、無
」
不
由
算
數
（
校

７
）
而
均
焉
、
然
則
上
經
濟
國
家
、
下
至
脩
身
正
心
、
而
」
不
可
缺
者
也
、

君
入
佛
門
、
夙
有
見
于
是
、
所
謂
以
智
剱
敗
煩
」
腦
賊
、
六
度
八
正
、
到
於

彼
岸
、
能
知
算
數
者
、
具
修
百
千
苦
行
、」
功
徳
圓
滿
、
爲
阿
僧
祇
者
、
亦
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在
于
此
乎
、
天
保
十
三
年
八
月
」
六
日
以
疾
歿
、
享
年
八
十
一
、
葬
於
其
所

居
徳
藏
院
境
内
精

　
［
右
］舎

之
傍
矣
（
校
８
）、
鮎
川
得
源
、
慕
君
之
行
義
、
而
學
數
術
者
有
年
、
而
」

又
能
上
其
堂
、
乃
爲
相
謀
立
碑
、
使
予
銘
、
々
曰

　

依
乘
寶
筏　

渡
煩
腦
河　

善
根
裁
植　

□
□
（
校
９
）
棲
遅
」
深
好
算

數　

極
其
奥
義　

世
榮
不
慕　

恬
澹
守
厚
」
玄
珉
雖
朽　

餘
響
何
滅

天
保
十
五
年
歳
在
甲
辰
八
月　

鹿
門
谷
元
鼎
撰

（
校
１
）
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　

鴇
矢
鹿
門
『
致

一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
阿
闍
梨
憲
英
、幼
名
民
之
助
、下
總
國
匝
瑳
郡
椿
村
、

吉
」（
句
点
は
原
文
の
と
お
り
。
以
下
同
じ
。）

（
校
２
）
□
□
□
□
□
□
□
□　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
而

清
志
寡
欲
、
頗
好
武
術
」。
石
碑
の
欠
け
字
部
分
に
残
存
す
る
字
の
断
片
を

踏
ま
え
る
と
、
同
碑
に
は
「
清
志
寡
欲
、
頗
好
武
術
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

（
校
３
）
大
和　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
大
和
國
」

（
校
４
）
肱　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
股
」。
石
碑
は
誤
刻

と
思
し
い
。

（
校
５
）
□
□　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
窪
汚
」

（
校
６
）
□　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
賦
」

（
校
７
）
算
數　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
數
術
」

（
校
８
）
傍
矣　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
傍
」

（
校
９
）
□
□　

鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
拠
れ
ば
、「
至
老
」

資
料
五　

梧
桐
園
如
圭
道
人
墓
碑

　

当
該
石
碑
は
旧
白
塚
村
寺
町
地
区
の
徳
蔵
院
跡
に
現
存
す
る
。
す
で
に
『
市
原

市
史
』
中
巻
、
八
三
九
頁
に
概
略
と
抜
粋
が
紹
介
さ
れ
、『
筆
子
塚
』、『
市
原
市

史
』
資
料
集
（
近
世
編
３
上
）
に
全
文
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
字
・
脱
字
が

著
し
く
、
拠
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
碑
文
は
全
て
現
物
か
ら
採
録
し
た
。
な
お
、

撰
者
の
牛
眠
老
人
藤
龍
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
市
原
ふ
る
里
文
化
研
究
会
会

長
・
青
柳
至
彦
氏
著
『
い
ち
は
ら
歴
史
の
散
歩
道
』
第
百
五
十
九
話
（『
Ｊ
Ａ
だ

よ
り
』
二
〇
一
二
・
七
）
に
よ
り
、
柏
原
村
名
主
小
出
家
の
先
祖
に
あ
た
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
調
査
で
、
そ
れ
は
小
出
為
光
（
天
保
十
一
年

没
、
享
年
七
十
七
歳
）
と
い
う
人
物
に
あ
た
り
、
し
か
も
こ
の
人
物
は
、
当
時
、

柏
原
附
近
に
広
く
文
化
的
影
響
を
残
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。

　

こ
の
碑
文
は
、
武
術
と
漢
詩
文
に
秀
で
た
梧
桐
園
如
圭
（
広
田
高
秀
）
が
、
放

浪
の
後
、
江
戸
で
二
徳
亭
収
月
に
師
事
し
、
俳
句
を
会
得
し
た
の
ち
、
再
び
寛
政

末
年
に
放
浪
の
旅
を
は
じ
め
、
市
原
郡
能
満
村
の
日
吉
山
神
王
院
住
職
・
秀
元

（
（2
（

の

も
と
に
滞
在
し
て
寺
子
屋
教
授
を
し
た
の
ち
、
文
政
年
間
に
該
地
白
塚
村
に
や
っ

て
き
て
、
寺
子
屋
教
授
を
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
収
月
は
、
雑

俳
点
者
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
竹
堂
、
十
竹
堂
、
二
徳
亭
、
守
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菊
亭
の
四
代
に
渡
っ
て
存
在
し
、
初
代
が
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
死
亡
し
、

二
代
が
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
没
し
、
三
代
は
生
没
年
不
明
で
、『
福
寿
草
』

『
師
恩
月
花
集
』『
百
鵆
』
の
撰
集
が
あ
り
、
四
代
も
生
没
年
不
明
で
、
一
万
余
句

の
万
句
合
（
文
化
十
二
）
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
左
記
碑
文
に
よ
る
と
、
梧
桐

園
如
圭
は
二
徳
亭
収
月
に
師
事
し
、
師
匠
の
死
後
、
そ
の
後
を
継
ぎ
「
松
閒
舎
収

月
」
と
名
乗
り
、
や
が
て
寛
政
末
頃
、
弟
子
「
守
菊
亭
収
月
」
に
跡
目
を
継
が
せ

た
と
あ
り
、
こ
の
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
。

　
［
表
］梧

桐
園
如
圭
道
人
墓
碑

　
［
右
］道

人
姓
藤
、
名
髙
秀
、
字
貞
幹
、
號
梧
桐
園
如
圭
、
邦
畿
殿
城
之
人
也
、
父

廣
田
髙
虎
、
母
」
諏
訪
氏
、
其
先
武
蔵
守
藤
秀
鄕
之
族
也
、
受
邑
於
（
淡
）

海
之
廣
田
、
遂
以
廣
田
爲
氏
、
世
稱
」
鄕
右
衛
門
、
五
世
之
祖
髙
鄕
、
慶
元

中
當
於
（
空
）
本
邦
龍
興
之
時
、
爲
散
騎
郎
、
數
有
戰
」
功
、
住
於
東
都
、

三
世
以
武
見
稱
、
延
寶
年
間
有
故
而
邑
除
、
於
是
萍
遊
入
殿
藩
、
至
道
人
五
」

世
、
皆
有
名
譽
、
道
人
溫
和
而
滑
稽
、
自
爲
兒
、
常
好
誹
諧
詞
章
、
思
念
無

邪
、
頗
有
古
人
之
」
風
、
人
以
奇
之
、
幼
而
喪
父
、
累
年
又
喪
母
、
爲
祖
父

髙
國
被
養
、
髙
國
固
善
於
兵
法
、
英
氣
」
卓
絶
、
年
已
過
七
十
、
猶
有
壮
士

之
姿
、
常
試
刀
釼
、
是
以
道
人
亦
朝
暮
勉
勵
、
夙
受
十
八
般
」
之
兵
法
、
未

弱
冠
而
妙
得
其
術
矣
、
最
善
於
騎
射
、
長
而
讀
諸
子
百
家
之
書
、
事
詩
賦
」

文
章
、
頗
嗜
老
荘
、
又
有
四
方
之
志
也
、
天
明
之
初
、
遂
辭
禄
、
躡
蹻
擔
簦
、

而
遊
於
名
山
舊
」
墟
、
每
風
景
必
吟
咏
、
移
時
讀
其
遺
稿
者
、
勝
景
如
示
掌

也
、
終
踰
函
嶺
而
至
東
都
、」
主
於
二
徳
亭
収
月
、
於
是
都
下
之
説
兵
法
者

與
誹
諧
詞
章
之
徒
、
皆
聞
道
人
衆
技

　
［
裏
］之

富
而
望
風
、
結
交
者
衆
矣
、
一
日
、
収
月
謂
道
人
曰
、
予
是
國
風
聯
歌
之

支
流
、
而
」
瑣
々
技
藝
固
不
足
論
、
然
至
予
三
世
未
廢
其
業
也
、
今
老
耄
無

子
、
幸
養
季
」
父
澤
田
氏
之
女
、
有
年
願
以
配
先
生
、
先
生
能
爲
予
贅
以
嗣

先
人
之
業
乎
、
否
」
請
再
三
、
辭
氣
愿
款
也
、
道
人
觀
其
言
之
切
、
而
終
許

諾
之
、
以
妻
澤
田
氏
、
歳
餘
」
収
月
病
而
没
矣
、
於
是
道
人
號
松
閒
舎
収
月
、

然
道
人
固
好
山
水
故
居
、
都
下
塵
」
土
之
鄕
、
非
其
志
也
、
於
是
擇
門
人
有

可
以
嗣
業
之
才
而
譲
焉
、
今
稱
守
菊
亭
収
」
月
者
其
人
也
、
寛
政
之
末
、
又

携
妻
遊
歴
二
總
之
閒
、
南
總
府
之
釋
秀
元
、
聞
道
人
之
風
」
厚
聘
之
、
於
是

留
杖
於
秀
元
、
有
年
鄕
黨
閭
巷
受
業
者
數
百
人
也
、
道
人
始
讀
佛
」
經
以
爲

其
説
過
老
荘
矣
、
文
政
中
應
招
、
又
移
於
白
塚
里
、
而
弟
子
彌
衆
矣
、
文
政
」

中
、
妻
澤
田
氏
没
、
道
人
獨
居
自
若
矣
、
今
茲
丙
戌
冬
自
封
墳
墓
曰
、
衰
老

無
子
、
不
可
」
不
備
不
虞
也
、
門
人
相
議
曰
、
如
先
生
者
、
徳
行
君
子
也
、

須
記
其
言
行
、
以
傳
不
朽
、
道

　
［
左
］人

曰
、
噫
小
子
、
此
何
言
乎
、
夫
孝
者
、
徳
之
本
也
、
始
於
事
親
、
中
於
事

君
、
終
於
立
身
、
吾
」
在
家
而
不
能
事
親
、
其
罪
一
矣
、
在
國
而
不
能
事
君
、

其
罪
二
矣
、
嗣
業
而
不
能
立
」
身
、
其
罪
三
矣
、
何
有
我
之
言
行
可
以
傳
來
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世
者
乎
、
門
人
退
又
議
曰
、
不
幸
而
去
父
母
」
之
國
者
、
何
啻
先
生
乎
、
古

人
皆
然
也
、
辭
禄
周
流
四
方
、
豈
其
私
乎
、
果
不
可
謂
三
罪
」
也
、
強
營
墓

碑
、
使
予
記
其
言
行
、
乃
爲
之
銘
、
々
曰

　

巖
々
之
石　

其
形
依
然　

粼
々
之
水　

其
流
不
盡
」
箕
山
之
風　

蓬
戸
之

心　

長
松
獨
立　

自
有
徳
音

文
政
九
年
歳
在
丙
戌
十
一
月　
　

南
總　
　

牛
眠
老
人
藤
龍
撰

資
料
六　

進
藤
正
家
廟
由
緒
書

　

当
該
資
料
は
、
旧
町
田
村
在
住
の
佐
々
木
伸
明
氏
所
蔵
「
街
田
邨
内
系
図
」（

（2
（

に

お
い
て
、「
正
家
」
の
条
に
付
さ
れ
た
廟
に
つ
い
て
の
記
述
を
採
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
資
料
も
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
進
藤
正
家
の
開
発
地
主
と
し
て
の
活

躍
ぶ
り
を
讃
え
て
い
る
。
進
藤
正
家
廟
は
現
在
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
廟
に
記
さ
れ
て
い
た
由
緒
書
を
採
録
し
た
も
の
だ

ろ
う
。
な
お
、
資
料
六
、八
～
十
、
注
二
十
六
「
月
瀨
荻
野
先
生
之
碑
」
の
発
見

は
、
旧
町
田
村
在
住
「
に
い
や
」（
後
出
）
の
当
主
佐
々
木
規
夫
氏
の
ご
助
力
な

し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
紙
面
を
借
り
て
、
衷
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

旧
町
田
村
の
進
藤
氏
は
、
近
江
の
佐
々
木
氏
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

『
郡
誌
』
所
載
の
従
来
の
説

（
（2
（

に
よ
れ
ば
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
、
近
江
の

佐
々
木
照
長
の
子
孫
で
、
旧
海
保
村
切
生
地
区
在
住
の
進
藤
加
賀
介
の
弟
・
玄

蕃
、
図
書
が
町
田
村
に
移
り
、
農
に
帰
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る

（
（2
（

。
こ
れ
に

対
し
、
同
系
図
で
は
、
長
享
年
間
（
一
四
八
七
～
一
四
八
九
）
以
降
（
時
期
は
左

記
由
緒
書
に
よ
る
）、
佐
々
木
秀
長
の
長
男
・
照
長
が
海
保
村
切
生
地
区
に
居
を

構
え
、
そ
の
弟
玄
蕃
正
家
（
一
五
四
八
没
、
享
年
八
十
四
歳
）
が
初
め
て
町
田
に

居
を
構
え
た
も
の
と
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
玄
蕃
正
家
の
子
に
玄
蕃
正
延

（
一
五
九
〇
没
）・
図
書
の
兄
弟
が
あ
り
、
図
書
は
分
家
し
、
玄
蕃
正
延
が
本
家
を

継
い
だ
の
だ
と
い
う
。
本
資
料
は
、
進
藤
氏
（
佐
々
木
）
が
町
田
に
や
っ
て
来
た

時
節
・
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
従
来
説
と
食
い
違
う
主
張
が
な
さ
れ
て
お
り
、
興

味
深
い
。
同
系
図
に
よ
れ
ば
、
本
家
（
屋
号
「
上
」）
は
、
そ
の
後
、
源
左
衛
門

元
知
、
宗
左
衛
門
元
政
、
惣
左
衛
門
正
勝
、
惣
左
衛
門
正
能
、
惣
左
衛
門
正
次
、

惣
左
衛
門
正
意
、
惣
左
衛
門
元
寛
、
惣
左
衛
門
弥
平
次
、
惣
左
衛
門
元
重
、
惣
左

衛
門
元
康
、
惣
左
衛
門
元
長
、
玄
蕃
正
長
、
正
路
と
続
き
、
正
路
の
代
で
「
佐
々

木
」
姓
に
復
し
、
そ
の
後
、
三
代
を
経
て
、
現
当
主
・
信
明
氏
に
至
っ
て
い
る
。

当
家
は
、
代
々
名
主
を
務
め
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、
町
田
の
知
行
が
中

島
組
、
川
瀬
組
に
分
か
れ
た

（
（2
（

後
は
、
中
島
組
の
名
主
も
し
く
は
組
頭
を
歴
任
し

た
。
当
家
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
源
左
衛
門
元
知
の
弟
・
市
左
衛
門
、
同
弟
・
源
兵

衛
を
始
祖
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
む
こ
う
が
ら
」「
か
ど
」
が
分
家
し
、
宗
左
衛

門
元
政
の
弟
・
庄
九
郎
を
始
祖
と
し
て
「
に
い
や
」
が
分
家
し
、
さ
ら
に
「
に

え
」「
勇
右
衛
門
」
な
ど
（
後
述
）
が
分
家
し
た
。

正
家　

玄
番

　
　
　

將
略
有
餘
、
無
由
展
其
用
、
退
而
隱
、
處
」
則
其
地
恃
之
爲
長
城
、
没
則
百

世
廟
」
食
香
火
不
匱
、中
嶋
進
藤
氏
之
先
曰
、」
佐
々
木
秀
義
、近
江
鉅
族
也
、

世
稱
之
」
近
江
源
氏
、
秀
義
之
後
曰
、
太
郎
秀
長
、」
其
第
二
子
諱
正
家
、
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以
名
家
之
子
、
少
」
居
將
師
之
任
、
文
才
將
略
、
固
其
天
挺
、」
豐
功
偉
績
、

炫
赫
史
牒
、
長
享
中
、
遭
内
」
難
、
避
讒
、
東
奔
上
總
、
居
中
嶋
、
因
易
今
」

姓
、
闢
荒
鉏
廢
、
築
室
居
焉
、
時
海
内
兵
」
革
、
流
寇
方
煽
、
民
不
得
安
息
、

正
家
著
」
戎
衣
、
執
兵
器
、
親
禁
其
暴
、
旁
勸
課
」
農
桑
、
惠
恤
孤
寡
、
於

是
衆
皆
悦
服
、」
相
議
推
君
爲
里
正
、
世
襲
其
職
、
君
」
年
八
十
四
、
天
文

十
七
年
戊
申
春
」
三
月
十
三
日
、罹
疾
而
没
、法
諡
曰
、」
江
源
院
正
壽
善
應
、

土
人
沐
浴
遺
惠
已
」
久
矣
、
乃
建
廟
祀
之

資
料
七　

進
藤
家
遠
祖
碑

　

こ
の
資
料
は
、
旧
町
田
村
不
動
院
跡
に
現
存
し
て
い
る
。
碑
文
に
拠
れ
ば
、
こ

の
石
碑
は
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
進
藤
（
現
佐
々
木
）
本
家
の
当
主
正
長
が
、
寛

政
期
に
消
失
し
た
進
藤
玄
蕃
正
家
、
同
玄
蕃
正
延
の
碑
を
再
建
し
た
も
の
な
の
だ

と
い
う
。
撰
者
の
鹿
門
老
人
鴇
元
鼎
は
、
上
掲
鴇
矢
鹿
門
の
こ
と
で
、
当
時
、
こ

の
地
方
を
代
表
す
る
学
者
で
あ
っ
た
。
書
を
書
い
た
の
は
、
当
時
能
筆
家
と
し
て

知
れ
て
い
た
進
藤
勇
右
衛
門
知
英

（
（2
（

で
あ
る
。
当
該
碑
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
滝

口
房
州
氏
が
滝
口
光
之
名
義
で
、
ほ
ぼ
全
文
を
正
確
な
書
き
下
し
文
で
紹
介
し
て

い
る

（
（2
（

。

　
［
表
］

　
　
　
　
　

江
源
院
正
壽
善
應
禪
定
門

　
　
　
　
　

慈
雲
院
無
量
觀
海
禪
定
門

　
［
左
］

古
之
君
子
、
祭
之
日
、
僾
然
有
見
、
其
追
遠
也
、
愨
々
敬
享
、
如
今
」
日
者
、

厚
之
至
也
、
進
藤
英
次
正
長
之
遠
祖
、
進
藤
玄
蕃
正
家
、」
同
玄
蕃
正
延
、

在
天
文
天
正
之
閒
、
方
今
經
三
百
有
餘
年
矣
、」
遺
碑
在
郷
里
海
保
邨
遍
照

院
境
内
、
寛
政
中
、
嬰
於
回
録
之
」
災
、
遂
失
二
碑
之
所
在
矣
、
正
長
乃
以

謂
已
失
先
古
之
碑
、
豈
」
謂
子
孫
永
不
廃
祭
乎
、
於
是
新
刻
二
祖
之
諡
、
與

父
元
長
之
」
諡
於
石
、
以
建
于
町
田
邨
不
動
院
境
内
、
嗚
呼
正
長
亦
淳
厚
」

追
遠
之
孝
子
哉　

弘
化
四
年
歳
次
丁
未
二
月

　
　
　
　
　
　

鹿
門
老
人
鴇
元
鼎
識　

藤
知
英
書

　
［
裏
］江　

天
文
十
七
申

年
三
月
十
三
日　

玄
蕃

慈　

天
正
十
八
寅

年
八
月
三
日　
　

玄
蕃

安　

天
保
九
戌

年
正
月
廿
四
日　
　

惣
左
衛
門

　
［
右
］

　
　
　
　
　

安
養
院
觀
阿
道
春
居
士

資
料
八　

街
田
保
食
祠
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
町
田
村
在
住
の
佐
々
木
伸
明
氏
（
屋
号
「
上
」）
邸
内
に
現

存
し
て
い
る
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
石
碑
は
、
町
田
村
中
島
地
区
の
後
園

に
稲
荷
祠
を
建
設
し
た
由
来
を
記
す
と
同
時
に
、
進
藤
（
現
佐
々
木
）
氏
が
町
田

村
を
開
拓
し
た
い
き
さ
つ
も
記
し
て
い
る
。
本
資
料
は
、
進
藤
氏
が
町
田
に
や
っ

て
来
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
資
料
六
と
と
も
に
、
従
来
説
と
食
い
違
う
時
節
・
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い
き
さ
つ
を
述
べ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　
［
表
・
題
額
］

街
田
保
食
祠
碑

　
［
表
・
本
文
］

	

街
田
保
食
祠
碑　
　
　

芹
塘
久
野
庸
善
撰　

鼎
齋
生
方
寛
書
幷
篆
額

	

總
州
街
田
里
正
進
藤
正
長
、
攜
其
家
譜
來
、
謂
予
曰
、
此
所
以
吾
家
建
稻

荷
神
」
祠
、
將
勒
之
石
、
願
子
之
潤
色
之
也
、
予
謂
正
長
不
惟
能
績
祖
先

之
緒
、
又
能
欽
」
其
所
奉
崇
、
將
以
令
後
昆
有
所
敬
焉
、
甚
可
嘉
也
。
乃

約
其
譜
曰
、
正
長
之
先
正
」
家
、
稱
玄
蕃
、
實
江
原
秀
義
之
裔
太
郎
秀
長

之
第
二
子
、
始
詣
京
師
、
冒
進
藤
氏
、」
爲

　
　

天
朝
北
面
青
侍
、
家
舊
藏
稻
荷
神
像
、
而
正
家
居
恒
祈
念
護
持
、
長
享
二
辭

職
、
來
」
南
總
街
田
、
闢
草
莱
、	填
漸
洳
、
墾
土
田
家
焉
、
其
所
居
曰
中

島
、
於
是
乎
、
細
民
編
」
伍
、
成
村
落
、
乃
相
謀
創
神
祠
於
後
園
、
以
爲

土
之
主
、
爾
來
進
藤
氏
之
家
、
春
秋
」
奉
祀
之
、
爲
中
島
之
地
也
、
延
袤

數
十
里
、
丘
林
有
焉
、
川
澤
有
焉
、
稻
田
萬
頃
、
最
」
爲
總
中
膏
腴
、
而

正
家
子
孫
多
有
之
、
世
襲
里
正
、
傳
至
正
長
、
蓋
十
九
世
云
、
銘
」
曰　

偉

彼
遠
祖
、
斯
創
茲
里
、
續
舊
傳
新
、
綿
綿
祭
祀
、
孝
子
不
匱
、
神
之
所
祉

	

天
保
十
四
歳
次
癸
卯
仲
春
初
午
日�

後
孫
進
藤
正
長
謹
建

資
料
九　

勇
右
衛
門
家
先
祖
代
々
墓

　

当
該
資
料
は
、
旧
町
田
村
の
勇
右
衛
門
家
墓
地
に
現
存
す
る
墓
碑
で
あ
る
。
新

発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
代
官
名
主
・
進
藤
勇
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
、

『
郡
誌
』
町
村
篇
、『
市
原
市
史
』
中
巻
、
五
〇
九
頁
で
取
り
扱
わ
れ
た
ほ
か
、
研

究
上
、
何
ら
の
進
展
も
遂
げ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
資
料
～
資
料
十
一
に
よ
り
多

く
の
新
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。「
勇
右
衛
門
」
家
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八

七
）（

（2
（

、
進
藤
（
現
在
は
佐
々
木
）
本
家
（「
上
」）
の
当
主
・
正
意
が
、
二
男
宗

（
惣
）
右
衛
門
を
つ
れ
て
隠
居
分
家
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
惣
右
衛
門

又
七
郎
、
惣
右
衛
門
実
延
（
平
蔵
）、
実
敏
（
弁
蔵
）
を
経
て
、
さ
ら
に
そ
の
子
・

知
意
の
と
き
、
初
め
て
勇
右
衛
門
を
称
し
た
。
こ
の
勇
右
衛
門
知
意
の
子
が
注
二

十
六
に
記
し
た
勇
右
衛
門
知
英
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
当
家
は
勇
右
衛
門
千
濤

（
（2
（

、

勇
太
郎
と
続
き
、
現
当
主
の
惣
一
氏
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
三
代
目
に
あ
た
る

（
（3
（

。

ま
た
、
惣
右
衛
門
又
七
郎
の
弟
・
九
兵
衛
が
江
戸
橋
町
三
丁
目
「
花
屋
」
の
祖
と

な
り
、
そ
の
孫
が
町
田
村
中
島
地
区
在
住
の
鈴
木
氏
に
婿
入
り
し
、
分
家
「
に

え
」
が
創
始
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
惣
右
衛
門
又
七
郎
の
弟
・
五
良
七
も
分
家
し
、

「
か
ん
こ
う
」
の
祖
と
な
る
。「
勇
右
衛
門
」
家
は
江
戸
期
、
中
島
組
の
名
主
や
代

官
名
主
（
触
元
）
を
務
め
る
と
同
時
に
、
こ
の
地
域
で
は
指
折
り
の
素
封
家
と
し

て
知
ら
れ
、
例
え
ば
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）、
海
保
村
の
遍
照
院
が
石
段
を

作
っ
た
際
の
寄
進
者
を
記
し
た
石
碑

（
（3
（

に
は
、
当
時
旧
海
保
村
中
郷
地
区
で
一
番
裕

福
だ
っ
た
鴇
矢
虎
右
衛
門

（
（3
（

が
一
両
二
分
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
宗
（
惣
）
右
衛

門
（
当
時
の
当
主
は
惣
右
衛
門
実
延
）
は
五
両
出
し
て
い
る

（
（3
（

。

　

当
該
墓
碑
は
、
勇
右
衛
門
知
意
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
春
の
洪
水
を
受
け

て
、
大
祖
進
藤
正
家
以
来
の
墓
を
現
地
に
移
し
た
旨
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
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も
そ
も
、
そ
れ
は
大
父
・
実
延
（
一
七
一
三
頃
～
一
七
七
二

（
（3
（

）
が
、
村
北
に
あ
っ

た
玄
番
（
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
没
）
の
墓
が
し
ば
し
ば
浸
水
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
煩
い
、川
北
に
設
け
て
い
た
実
延
の
祖
母（
一
七
五
〇

没
（
（3
（

）
の
墓
域
に
移
し
た
も
の
の
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
春
の
洪
水
で
そ
れ
ら

が
壊
滅
せ
ん
と
し
た
か
ら
な
の
だ
と
い
う
。
樋
口
義
幸
氏
に
よ
る
と
、
養
老
川

は
、
従
来
、
町
田
を
基
点
に
西
南
に
流
れ
て
い
た
流
路
を
、
寛
政
前
後

（
（3
（

に
大
き
く

西
北
に
変
更
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
該
墓
碑
に
書
か
れ
て
い
る
「
今

茲
春
復
水
出
、
川
流
轉
易
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
頃
に
起
き
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
碑
文
は
、
今
後
、
こ
の
研
究
の
た
め
に
有
益
な
資
料
と
な
る

だ
ろ
う
。
書
を
書
い
た
「
萬
松
齋
芳
古
道
人
」
は
、
旧
五
井
村
上
宿
地
区
在
住
の

中
島
家
（
屋
号
「
松
本
」）
が
か
つ
て
寺
子
屋
を
し
て
お
り
、
幕
末
に
死
亡
し
た

と
思
し
い
二
世
万
松
齋

（
（3
（

を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
世
万
松
齋
に
当
た
る
人

物
と
思
わ
れ
る
。

　
［
表
］先

祖
代
々
墓

　
［
左
］寛

政
八
年
丙
辰
歳
三
月
、
謹
移
大
」
祖
正
家
以
迠
先
人
實
敏
・
繼
父
敏
」
泰

歴
世
之
墳
墓
矣
、
往
昔
天
正
中
、」
玄
番
没
、
葬
邑
北
、
後
是
卜
兆
於
其
」

側
面
、
地
近
川
水
、
氾
濫
數
噛
兆
域
、

　
［
裏
］大

父
名
實
延
憂
之
、
先
是
葬
其
祖
」
母
於
川
北
、
於
是
幷
移
墓
於
其
地
、」

今
茲
春
復
水
出
、
川
流
轉
易
、
墓
將
」
爲
之
壞
、
知
意
乃
盡
移
之
今
地
、
烏
」

虖
、
我
閒
此
衆
生
必
死
、
死
必
歸
土
、

　
［
右
］此

謂
鬼
、
魂
氣
歸
天
、
此
謂
神
、
合
鬼
」
與
神
而
享
之
、
敎
之
至
也
、
爲
人

子
」
者
、
不
可
不
享
此
也
、
聊
立
墓
石
、
以
」
報
祖
先
罔
極
之
恩
、
後
嗣
」

之
者
、
勿
敢
怠
祭
祀
焉
矣　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤
知
意
謹
識　
　
　
　
　
　

萬
松
齋
芳
古
道
人
、
因
古
法
書

資
料
十　

進
藤
仲
寧
墓
誌
銘

　

こ
の
石
碑
は
、
旧
町
田
村
の
勇
右
衛
門
家
墓
地
に
現
存
す
る
。
こ
の
資
料
も
新

発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
か
ら
は
、
勇
右
衛
門
家
の
当
主
・
進
藤
実
敏
（
弁

蔵
）
の
子
・
知
意
に
、
男
子
が
な
か
な
か
生
ま
れ
ず
、
や
む
を
得
ず
弟
・
懋
德
を

跡
目
に
し
て
、
家
を
継
が
せ
た
も
の
の
、
そ
の
懋
德
も
短
命
で
死
亡
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
撰
者
の
菊
間
直
と
は
、
旧
島
野
村
の
菊
間
士
直
（
後

出
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
撰
者
も
こ
れ
を
撰
し
た
直
後

に
、
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。
書
を
か
い
た
中
嶋
德
齋
は
、
資
料
九
が
旧
五
井
村

上
宿
地
区
在
住
の
中
島
家
（
屋
号
「
松
本
」）
の
先
祖
が
書
い
た
と
思
し
い
こ
と

か
ら
、
同
じ
一
族
で
あ
る
こ
と
を
予
想
で
き
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

　
［
表
］文

孝
院
實
相
了
吽
居
士

　
［
左
］
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進
藤
仲
寧
墓
誌
銘

君
名
懋
德
、
字
仲
寧
、
父
實
敏
、
母
山
腰
氏
、
伯
兄
曰
」
知
意
、
仲
寧
三
歳

喪
父
、
其
母
操
行
甚
高
、
恤
養
幼
」
孤
、
仲
寧
成
長
、
能
事
母
與
兄
、
伯
兄

娶
根
本
氏
之
」
女
、
無
子
、
故
以
仲
寧
爲
嗣
、
仲
寧
幹
事
、
家
政
善
治
、

　
［
裏
］既

而
罹
病
、
以
寛
政
九
年
閏
七
月
二
十
三
日
没
、」
年
二
十
八
、
親
戚
朋
友

慟
哭
、
不
堪
哀
、
嗚
呼
、
仲
寧
」
叡
悟
聰
明
、
自
幼
好
學
、
不
愧
下
問
、
又

善
草
隷
、
其
」
業
有
進
、
不
幸
短
命
没
、
余
嘗
友
善
、
故
記
其
生
平
」
以
不

朽
之
於
石
、
幷
銘
（
空
）
銘
曰

　
［
左
］克

敏
伊
子
、
維
秀
維
棼
、
耽
心
儒
術
、
游
目
」
典
墳
、
兼
又
善
書
、
云
與
斯

文
、
如
何
昊
天
、」
降
菑
於
君
、
嗚
呼
命
哉
（
空
）（
空
）
菊
間
直
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

德
齋
書

　

德
齋
者
、
仲
寧
之
妻
中
嶋
氏
之
從
兄
也
、
因
爲
書
之

資
料
十
一　

山
子
旭
之
墓

　

当
該
資
料
は
、
旧
二
十
五
里
村
下
河
原
地
区
の
山
越
家
（
屋
号
「
本
郷
」「
三

郎
兵
衛
」）
の
墓
地
に
現
存
す
る
。
こ
の
資
料
も
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
墓

碑
は
、
資
料
十
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
進
藤
懋
德
が
撰
し
、
か
つ
建
設
し
た
も
の
で

あ
る
。
資
料
九
に
で
て
き
た
知
意
は
そ
の
兄
に
あ
た
る
。
資
料
十
で
は
、
進
藤
実

敏
（
弁
蔵
）
の
子
・
知
意
に
男
子
が
生
ま
れ
ず
、
や
む
を
得
ず
弟
・
懋
德
を
跡
目

に
し
て
、
家
を
継
が
せ
た
も
の
の
、
そ
の
懋
德
が
短
命
で
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
碑
文
で
は
、
そ
の
少
し
前
の
勇
右
衛
門
家
の
事
情

を
記
し
て
い
る
。
該
碑
に
よ
れ
ば
、
進
藤
実
敏
（
弁
蔵
）
が
死
亡
し
た
際
、
跡
取

り
の
知
意
は
ま
だ
赤
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
敏
の
弟
・
敏
泰
が
跡
を
継
い

だ
の
だ
が
、
敏
泰
も
し
ば
ら
く
し
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
知
意
は

恐
ら
く
、
こ
の
後
暫
く
し
て
相
続
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
該
碑
に
よ
れ
ば
、
進

藤
敏
泰
の
妻
・
山
腰
（
越
）
氏
の
実
家
に
も
、
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
山

越
家
で
は
、
当
主
・
三
郎
兵
衛
が
死
亡
す
る
と
、
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

や
む
な
く
、
そ
の
弟
・
利
兵
衛
に
嗣
が
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
利
兵
衛
も
後
継
ぎ

が
な
い
ま
ま
に
死
亡
し
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
、
進
藤
敏
泰
と
山
越
氏
の
間
に
生
ま

れ
た
知
信
を
山
越
家
に
養
子
に
出
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
知
信
も
二
十
二
歳
で
夭

折
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
［
表
］山

子
旭
之
墓

　
［
左
］是

廿
五
里
邑
山
腰
利
兵
衛
之
義
子
知
信
之
墓
也
、」
知
信
字
子
旭
、
幼
名

八
十
六
、
實
懋
德
之
同
母
弟
、
而
」
母
則
山
腰
三
郎
兵
衛
之
長
女
也
、
三
郎

兵
衛
有
女
、」
無
男
、弟
利
兵
衛
爲
嗣
、利
兵
衛
又
無
嗣
、故
知
信
爲
」
義
子
、

明
和
壬
辰
、
先
人
没
之
日
、
以
家
兄
知
意
之
在
」
襁
褓
、
而
叔
父
敏
泰
爲
繼
、

安
永
丙
申
五
月
繼
父
、
又

　
［
裏
］
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没
、
時
年
二
十
二
、
乃
有
遺
腹
、
以
同
季
十
月
廿
一
日
」
生
、
卽
知
信
也
、

幼
而
穎
悟
、
孝
弟
溫
文
、
及
其
長
、
則
將
」
爲
偉
器
可
知
也
矣
、
而
寛
政
癸

丑
九
月
廿
二
日
、
俄
」
然
罹
病
卒
、
享
年
僅
十
八
、
親
戚
慟
哭
、
朋
友
悲
悼
、

不
」
可
言
也
、
父
子
不
相
見
、
而
相
與
短
折
、
何
爲
其
不
幸
、」
抑
亦
天
乎
、

命
乎
、
且
人
生
而
立
身
、
則
顯
其
親
、
没
而

［
右
］有

嗣
、
則
濟
其
美
、
知
信
無
一
於
茲
、
家
母
甚
太
痛
惜
、」
於
是
樹
碑
表
墓
、

大
峯
先
生
銘
之
、
銘
曰

梨
花
先
晩
風
飛
、
梨
實
遭
寒
雨
落
、
父
子
不
及
相
見
、」
嗟
乎
、
奈
命
之
薄

寛
政
七
季
乙
卯
九
月　

町
田　

藤
懋
德
序
幷
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
峨
源
彭
書

資
料
十
二　

征
矢
正
壽
翁
墓
表

　

当
該
資
料
は
、
旧
海
保
村
上
郷
地
区
・
公
家
之
台
に
現
存
す
る
征
矢
家
（
屋
号

「
つ
か
ご
し
」）
の
墓
碑
で
あ
る
。「
つ
か
ご
し
」
は
、
こ
の
付
近
の
古
老
に
よ
っ

て
、
爾
来
、
伝
説
的
な
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
末
年
に
磊
落
し
て

以
降
、
行
方
不
明
と
な
り

（
（3
（

、
県
会
議
員
を
務
め
た
征
矢
善
四
郎

（
（3
（

に
関
す
る
ほ
か
、

そ
の
実
態
は
全
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
発
見
し
た
資
料
十
二
・
十
三
か

ら
は
多
く
の
新
事
実
が
窺
え
る
。
こ
の
碑
は
、
征
矢
正
寿
（
一
八
六
五
没
）
が
勤

勉
に
努
力
を
重
ね
、
数
年
後
に
、
地
域
に
お
け
る
富
豪
と
な
っ
た
こ
と
や
、
さ
ら

に
文
化
末
年
か
ら
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
ま
で
、
領
主
筒
井
政
憲
に
士
分
に
取

り
立
て
ら
れ
崎
陽
（
長
崎
）
ま
で
随
行
し
た
後
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
父

の
跡
を
継
い
で
名
主
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
筒
井

政
憲
が
近
海
岸
見
聞
御
用
に
任
じ
ら
れ
、
房
総
諸
州
を
巡
視
し
た
時
に
征
矢
家
に

立
ち
寄
り
、
こ
の
際
、
屋
根
を
ふ
き
替
え
、
新
た
に
屋
敷
を
建
て
て
出
迎
え
た
と

こ
ろ
、
そ
の
褒
美
と
し
て
書
を
賜
り
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
こ
と
、
嘉
永
七
年

（
一
八
六
〇
）、
再
び
江
戸
に
召
し
出
さ
れ
、
中
小
姓
に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
撰
文
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
元
彰

（
（4
（

に
よ
る
。

　
［
表
］玄

了
院
大
法
演
義
居
士

　
［
左
］征

矢
正
壽
翁
墓
表

翁
諱
正
壽
、
征
矢
氏
、
通
稱
市
郎
右
衛
門
、
上
總
海
保
」
村
人
也
、
祖
諱
某
、

父
諱
某
、
皆
有
善
名
、
翁
夙
有
興
家
」
之
志
、
勤
儉
自
率
、
夙
夜
不
怠
、
於

是
乎
貨
財
大
殖
、
數
」
年
之
閒
、
富
冠
一
郷
云
、
征
矢
氏
之
家
、
世
爲
」
和

泉
守
筒
井
君
采
地
、
文
化
之
末
、（
空
）
筒
井
君
任
崎
」
陽
鎮
䑓
、
翁
列
士

從
行
、
文
政
紀
元
戊
寅
之
年
、
辭
而
」
歸
省
于
家
、
八
年
、
繼
父
之
跡
爲
里

正
、
嘉
永
三
年
秋

　
［
裏
］七

月
、（
空
）
筒
井
君
遷
任
紀
伊
守
、
巡
視
房
總
諸
州
之
」
邊
海
、
歸
途
枉

駕
於
征
矢
氏
之
家
、
翁
新
葺
屋
構
亭
、」
尊
崇
備
至
焉
、（
空
）
君
嘉
賞
之
餘
、

有
自
書
之
賜
、
又
許
」
稱
姓
佩
刀
、
七
年
春
二
月
、
再
召
入
江
都
、
進
班
中
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小
」
性
、
託
以
小
梅
別
墅
、
居
數
年
、
致
仕
歸
、
慶
應
紀
元
歳
」
次
乙
丑
冬

十
一
月
十
七
日
、
以
病
歿
于
家
、
享
年
七
」
十
有
六
、
葬
於
先
人
之
墓
側
、

配
鴇
矢
氏
、
生
一
男
三
」
女
、
男
正
般
嗣
家
、
三
女
皆
嫁
焉
、
翁
爲
人
、
溫

厚
沈
實
、

　
［
右
］其

實
足
於
中
而
其
華
不
見
於
外
、（
空
）
筒
井
君
擢
翁
」
於
耒
耟
之
閒
、如
眷
々

不
能
遺
者
、
固
非
偶
然
也
、
嗚
」
呼
、
翁
之
徳
、
其
可
不
以
表
於
後
世
哉
、

翁
没
之
明
年
、」
正
般
使
余
表
其
墓
、
余
於
翁
爲
父
執
、
又
有
通
家
之
」
義
、

不
得
辭
以
不
文
也

慶
應
二
年
丙
寅
冬
十
一
月　

鴇
矢　

元
彰
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
子　

正
般
建

資
料
十
三　

征
矢
君
墓
碑
銘

　

こ
の
資
料
は
、
海
保
村
上
郷
地
区
・
公
家
之
台
に
現
存
す
る
征
矢
家
（
屋
号

「
つ
か
ご
し
」）
の
墓
碑
で
あ
る
。
資
料
十
二
と
同
様
に
、
こ
れ
も
新
発
見
資
料
で

あ
る
。
当
該
資
料
は
、
資
料
十
二
に
出
て
き
た
征
矢
正
寿
の
長
男
・
征
矢
正
般

が
、
十
八
歳
に
な
っ
て
家
政
を
担
い
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
名
主
見
習
と

な
り
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
八
）
頃
、
正
式
な
名
主
と
な
っ
た
後
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
そ
の
後
、
士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
、
明
治

元
年
（
一
八
六
七
）
～
七
年
（
一
八
七
四
）、
再
び
名
主
を
務
め
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
筒
井
政
憲
の
第
三
子
・
検
校
福
住
順
賀
の
娘
を
養
女
と
し
た

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
正
般
の
も
と
に
、
旧
青
柳
村
北
青
柳
地
区
・
山
下

家
（
屋
号
「
は
し
む
か
い
」）
か
ら
養
子
に
入
っ
た
の
が
、
資
料
十
二
に
記
し
た

善
四
郎
で
あ
る
。
撰
文
は
、
漢
学
者
・
小
貫
庸
徳

（
（4
（

に
よ
る
。
小
貫
庸
徳
の
妻
が
、

筒
井
氏
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
墓
碑
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
筒
井
政

憲
の
孫
娘
に
あ
た
る
こ
と
は
、
こ
の
資
料
で
初
め
て
わ
か
っ
た
。

　
［
表
］明

徳
院
健
公
惠
長
居
士

　
［
裏
・
題
額
］

征
矢
君
墓
碑
銘

　
［
裏
・
本
文
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
少
佐
勲
四
等
從
六
位
筒
井
義
信
篆
額

君
諱
正
般
、
稱
健
藏
、
別
號
竹
里
、
征
矢
氏
、
上
總
市
原
郡
東
海
村
海
保
人
、

家
世
業
」
農
、
考
諱
正
壽
、
稱
市
郎
右
衛
門
、
妣
鴇
矢
氏
、
君
十
八
歳
當
家
、

勤
儉
從
事
、
家
道
漸
」
裕
、
海
保
本
屬
幕
府
奉
行
筒
井
肥
前
守
政
憲
采
地
、

弘
化
丙
午
春
、
君
試
里
正
、
越
」
六
年
、
進
爲
眞
、
文
久
壬
戌
秋
、
許
姓
氏

佩
刀
、
蓋
異
數
也
、
後
又
進
班
士
爲
委
吏
、
明
」
治
元
年
、
本
村
始
屬
宮
谷

縣
、
後
歴
菊
閒
、
木
更
津
、
更
轉
千
葉
、
君
以
里
正
鞅
掌
、
其
」
閒
廉
名
四

聞
、
七
年
九
月
辭
職
、
廿
二
年
夏
、
俄
獲
病
、
沈
綿
累
月
、
遂
以
七
月
廿
二
」

日
歿
、
葬
於
本
村
南
郊
先
塋
之
次
、
法
諡
曰
明
徳
、
原
配
手
島
氏
、
先
歿
、

生
一
男
曰
」
市
藏
、
夭
、
一
女
曰
久
、
繼
配
日
吉
氏
、
無
子
、
養
姪
山
下
氏

子
善
四
郎
、
配
以
女
、
爲
本
」
村
村
長
、
君
爲
人
恭
遜
、
少
學
鴇
矢
鹿
門
、
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略
有
所
得
、
持
己
儉
素
、
好
酒
不
多
飲
、
接
」
人
和
易
、
不
加
以
聲
色
、
最

長
理
財
、
家
致
累
巨
萬
、
房
總
二
州
不
乏
素
封
、
而
未
有
」
速
致
富
饒
如
君

者
、
君
好
爲
善
視
佃
戸
如
子
、
饑
寒
困
窮
、
必
賑
恤
之
、
是
以
人
莫
」
不
敬

愛
焉
、
撿
校
福
住
順
賀
、
肥
前
守
第
三
子
也
、
戊
辰
冬
、
有
故
來
倚
君
、
君

以
其
」
爲
故
主
子
、
厚
遇
之
、
順
賀
無
子
、
有
一
女
、
君
養
爲
子
、
遂
歸
於

余
、
君
之
歿
、
嗣
子
經
」
紀
後
事
、
嘱
銘
余
、
余
已
爲
姻
屬
、
義
何
得
辭
、

乃
銘
曰

　

儉
素
自
率　

終
始
克
勤　

富
能
潤
屋　

徳
能
潤
身　

芝
玉
爲
嗣
」
根
蒂
益

堅　

綽
綽
餘
裕　

以
垂
後
昆　

君
之
不
朽　

豈
止
斯
文

明
治
二
十
四
年
龍
集
辛
卯
七
月　
　
　

小
貫
庸
徳
撰　

中
根
聞
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
米
年
鐫

資
料
十
四　

菊
間
家
念
祖
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
島
野
村
谷
島
野
地
区
在
住
の
菊
間
敬
治
家
（
屋
号
「
上
」）

に
現
存
す
る
石
碑
で
あ
る
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
こ
の
碑
に
は
、
開
発
地
主
・

菊
間
氏
の
往
古
か
ら
の
歴
史
が
概
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
菊
間
藤
左
衛
門
文
彬

（
一
八
〇
五
～
一
八
七
七
）
が
、
子
弟
の
縁
を
頼
り
に
、
大
澤
赤
城
（
一
八
六
五

没
）
に
執
筆
を
依
頼
し
た
も
の
だ
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
和
文
が
「
祖
先
旧
記
覚
」

（『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
２
）
一
五
〇
～
一
五
一
頁
）
に
記
さ
れ
て
い

る
。
該
碑
に
よ
れ
ば
、
景
行
天
皇
の
と
き
、
宇
馬
野
郷
に
住
ん
で
い
た
も
の
は

十
二
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
祖
先
・
宇
馬
野
藤
内
は
、
そ
の
際
、
そ
の
首
長
を

務
め
て
い
た
。
陽
成
天
皇
の
と
き
、
島
穴
神
社
に
奉
幣
使
が
や
っ
て
来
た
際
は
、

藤
内
某
が
そ
の
先
導
を
し
、
こ
の
際
、
地
名
を
「
島
野
」
と
改
め
た
。
文
明
年
中

（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）、
藤
内
信
文
の
と
き
に
、
養
老
川
が
氾
濫
し
、
字
・
古

屋
敷
か
ら
現
宅
地
に
移
っ
た
。
ま
た
、
藤
内
信
文
は
、
菊
を
大
変
好
ん
だ
た
め
、

姓
を
「
菊
麻
」
に
改
め
た
。
数
代
し
て
、
五
良
作
教
文
は
、
長
男
・
政
文
に
跡
目

を
継
が
せ
る
一
方
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）、
次
子
に
別
家
を
建
て
さ
せ
た

（
九
郎
右
衛
門
家
の
祖

（
（4
（

）。
三
代
後
、藤
左
衛
忠
文
は
、慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）、

検
地
の
際
、
そ
の
案
内
役
を
担
っ
た
。
そ
れ
か
ら
七
代
目
藤
左
衛
門
義
文
の
と

き
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）、
そ
の
弟
・
義
房

（
（4
（

が
別
家
を
建
て
た
。
し
か
し
、

そ
の
義
房
は
眼
病
を
患
っ
て
お
り
、
家
政
が
執
れ
な
い
の
で
、
兄
の
次
男
・
万
五

郎
某
が
そ
の
後
継
ぎ
と
な
り
、
与
平
次
家
の
祖
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
自

分
（
藤
左
衛
門
文
彬
）
が
、
現
在
、
無
事
に
村
政
を
担
え
て
い
る
の
も
、
祖
先
の

遺
徳
の
お
か
げ
な
の
で
あ
り
、
子
孫
に
向
け
て
、
決
し
て
先
祖
の
築
い
た
事
績
を

貶
め
な
い
よ
う
に
と
戒
め
て
い
る
。

　
［
表
・
題
額
］

念
祖
碑

　
［
表
・
本
文
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
都　

赤
城
大
澤
賚
撰

上
總
國
宇
馬
野
、
今
市
原
郡
屬
邑
也
、
其
里
長
曰
菊
麻
」
藤
左
衛
門
文
彬
、

嘗
學
韻
學
於
我
、
是
歳
癸
丑
春
、
出
都
訪
」
我
、
乃
謂
曰
、
在
昔
景
行
天
皇

時
、
住
焉
者
十
又
二
人
、
而
吾
遠
」
祖
宇
馬
野
藤
内
、
爲
之
首
長
、
數
世
後
、
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亦
稱
藤
内
某
、
陽
成
天
皇
」
之
朝
、
有
奉
幣
使
于
土
神
島
穴
明
神
、
藤
内
爲

之
郷
導
、
是
時
改
邑
曰
島
野
、
蓋
」
因
神
號
也
、
其
後
數
世
、
藤
内
信
文
時
、

文
明
年
中
、
養
老
川
溢
、
田
畝
紊
亂
、
故
自
」
今
呼
古
屋
敷
所
、
遷
今
宅
地
、

信
文
性
甚
好
菊
、
愛
養
備
至
、
乃
改
氏
曰
菊
麻
、
菊
」
取
其
芳
、
麻
取
其
直

也
、
又
數
世
稱
五
良
作
教
文
、
生
二
子
、
教
文
老
而
嫡
政
文
」
爲
之
後
、
弘

治
二
年
、
教
文
將
次
子
某
別
建
家
、
今
九
良
右
衛
門
祖
也
、
其
三
世
」
稱
藤

左
衛
忠
文
、
當
慶
長
二
十
年
、（
空
）
縣
官
新
正
經
界
也
、
忠
文
爲
之
郷
導
、

忠
」
文
七
世
亦
曰
藤
左
衛
門
義
文
、
寶
暦
八
年
、
其
弟
義
房
、
別
建
家
、
不

幸
有
眼
疾
、」
不
能
爲
家
、
養
兄
次
子
萬
五
良
某
爲
嗣
、
今
與
平
治
祖
也
、

嗟
乎
、
自
藤
内
爲
里
」
長
、
世
々
皆
公
廉
儉
恭
、
能
不
廢
其
職
、
經
年
數
百
、

歴
世
數
十
、
到
乎
今
、
如
愚
不
」
肖
文
彬
者
、
所
以
管
轄
闔
邑
賦
税
之
事
、

不
爲
衆
人
所
卑
視
者
、
皆
是
祖
先
餘
」
徳
所
致
、
而
文
彬
不
肖
之
力
、
毫
無

有
也
、
可
不
畏
哉
、
可
不
敬
哉
、
於
是
乎
略
記
」
其
所
由
、
而
勒
諸
石
、
庶

幾
欲
使
爲
吾
孫
子
者
視
之
、
而
夙
夜
勉
勵
、
無
墜
其
舊
」
業
焉
、
先
生
以
爲

何
如
、
我
聞
之
曰
、
於
戯
孝
哉
、
文
彬
勿
念
爾
祖
、
聿
脩
其
徳
、
其
」
吾
子

之
謂
邪
、
速
襄
其
事
銘
曰

　

綿
聯
菊
麻　

總
之
舊
家　

世
々
勒
職
」
無
可
殄
瑕　

今
茲
堅
珉　

不
磷
雖

磨
」
孫
兮
子
兮　

仰
止
嗣
嘉

資
料
十
五　

菊
間
家
念
祖
碑
移
転
の
碑

　

資
料
十
四
は
、
も
と
も
と
、
か
つ
て
存
在
し
た
菊
間
家
の
裏
口
に
通
じ
て
い
た

道
路
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
当
該
碑
は
、
そ
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
て

い
る
。
南
摩
綱
紀
（
一
八
二
三
～
一
九
〇
九
）
に
撰
文
を
頼
ん
で
い
る
。
新
発
見

資
料
で
あ
る
。
該
碑
に
出
て
い
る
菊
間
栄
三
郎
は
、
明
治
四
十
四
年
、
四
十
九
歳

で
没
し
て
い
る
。

　
［
表
］

（
菊
）
間
氏
念
祖
碑
、（
本
）
在
此
處
、
數
十
世
孫
榮
」（
三
）
郎
、
恐
塵
土

浼
之
、
移
之
庭
内
、
更
建
此
碑
、」
請
余
（
記
）
其
由
、
因
識
之
云

明
治
□
□
年
三
月　

從
六
位
南
摩
綱
紀

資
料
十
六　

菊
溫
夫
墓
碑
銘

　

当
該
資
料
は
、
旧
島
野
村
谷
島
野
地
区
の
三
光
院
跡
に
現
存
す
る
菊
間
士
直
の

墓
碑
で
あ
る
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
該
碑
は
、
裏
側
・
右
側
の
摩
耗
・
欠
損
が

著
し
く
、
暗
が
り
に
明
か
り
を
灯
し
て
、
長
時
間
観
察
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て

判
読
し
得
た
。
該
碑
に
よ
る
と
、
若
き
士
直
は
漢
詩
に
秀
で
、
そ
の
向
学
心
か

ら
、
置
手
紙
を
し
て
勝
手
に
家
を
飛
び
出
し
、
江
戸
で
塾
を
開
い
て
い
た
池
田
貞

の
も
と
に
学
び
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
三
年
学
ん
だ
の
ち
、
母

親
（
征
矢
氏
）
の
こ
と
が
ど
う
し
て
も
心
配
に
な
り
、
や
む
な
く
帰
宅
す
る
と
、

母
親
は
果
た
し
て
す
で
に
病
褥
に
あ
り
、
間
も
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ

と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
士
直
自
身
も
、
摂
食
に
障
害
を
来
し
、
急
死
を
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

資
料
十
四
で
は
、
藤
左
衛
門
義
文
（
茂
文
）
ま
で
の
菊
間
氏
の
来
歴
が
記
さ
れ
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て
い
た
が
、
こ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
西
脇
康
氏
の
研
究

（
（4
（

に
詳
し
い
。
同
氏
に
よ

る
と
、
藤
左
衛
門
茂
文
は
、
そ
の
父
・
藤
左
衛
門
（
法
寿
）
の
跡
を
継
い
だ
あ

と
、
名
主
、
割
元
兼
帯
を
担
い
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
没
し
た
。
そ
の

次
の
代
・
藤
左
衛
門
光
照
は
、
名
主
に
就
任
し
な
い
ま
ま
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
に
没
し
た
が
、
そ
の
次
・
藤
左
衛
門
秀
信
は
、
割
元
、
徒
士
格
と

な
り
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
致
仕
し
た
。
そ
の
次
・
藤
左
衛
門
秀
寿
は
、
名

主
、
割
元
徒
士
格
と
な
り
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
六
十
五
歳
で
没
し
た
。

そ
の
次
・
藤
左
衛
門
文
彬
が
落
合
宇
右
衛
門
家
か
ら
養
子
に
入
り
、
名
主
、
割

元
・
徒
士
格
、
名
主
と
な
り
、
明
治
十
年
に
没
し
た
と
い
う
。
こ
の
文
彬
が
、
資

料
十
四
で
大
澤
赤
城
に
撰
文
を
依
頼
し
た
人
物
で
あ
る
。
菊
間
士
直
は
、
寛
政
九

年
（
一
七
九
七
）、
二
十
歳
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
父
藤
左
衛

門
某
と
は
、
右
記
・
藤
左
衛
門
秀
信
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
士
直
の
学
業
が

十
三
歳
で
成
っ
て
か
ら
、
父
親
が
常
に
病
褥
に
臥
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、

秀
信
致
仕
の
時
に
重
な
る
。
こ
の
墓
碑
に
は
、
さ
ら
に
士
直
は
未
婚
で
、
子
供
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
国
吉
氏
か
ら
藤
兵
衛
を
も
ら
っ
て
士
直
の
養
子
と
し
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
上
掲
「
祖
先
旧
記
覚
」（『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
２
）

一
五
二
頁
）
に
は
、
士
直
に
つ
い
て
「
半
蔵
病
死
、
文
学
ニ
長
シ
孝
心
厚
、
宝
珠

院
是
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
士
直
は
相
続
し
た
も
の
の
、
ま
も
な
く
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
、
や
む
な
く
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
別
宅
し
た
藤
左
衛
門

弟
の
藤
助
が
本
家
に
戻
り
、
そ
の
娘
に
旧
松
ヶ
島
村
・
国
吉
氏
か
ら
の
養
子
を
娶

せ
て
相
続
さ
せ
た
と
あ
り
、
こ
の
記
事
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
藤
兵
衛
と
は
、

右
記
・
藤
左
衛
門
秀
寿
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

　
［
表
］瑞

法
院
和
雲
光
照
居
士　
　
　

天
明
元
年
辛
」
丑
九
月
廿
日

一
實
院
阿
閣
妙
詮
大
姉　
　
　

寛
政
三
辛
亥
」
六
月
廿
一
日

實
相
院
法
譽
妙
喜
大
姉　
　
　

寛
政
十
一
己
未
」
六
月
廿
六
日

白
蓮
院
炳
現
道
阿
居
士

　
［
左
］寶

珠
院
凌
歸
溫
卿
居
士　

�

菊
溫
夫
墓
碑
銘　

君
名
士
直
、
字
溫
夫
、
稱
半
藏
、
自
其
先
、
氏
菊
麻
、
蓋
」
莫
詳
出
自
、
世
々

邑
大
姓
也
、
父
藤
左
衛
門
某
、
母
」
征
矢
氏
、
生
二
女
一
男
、
男
乃
溫
夫
也
、

自
幼
好
學
、」
遊
高
僧
碩
學
之
閒
、
十
三
業
已
、
以
善
詩
聳
動
其
」
郷
家
、

翁
常
以
在
病
褥
、
阿
母
圖
家
計
、
以
助
其
費
」
云
、
先
是
因
姻
家
山
口
氏
轉

贈
贄
于
余
、
請
益
、
遂

　
［
裏
］請

游
于
東
都
、
父
母
不
許
之
、
投
書
辭
膝
下
、
優
游
」（
于
）
余
塾
三
春
、

既
自
經
史
、
曁
諸
雜
家
、
通
渉
殆
遍
、」
常
口
實
、
閉
戸
鑿
壁
之
風
、
年
及

弱
冠
、
無
聲
色
之
」
好
、
其
爲
人
也
、
輕
財
踐
言
、
與
人
接
遇
之
閒
、
不
及
」

一
言
半
舌
貨
利
之
言
、聞
人
艱
難
、則
來
往
就
勤
、」
性
至
孝
、常
恐
闕
定
省
、

不
果
其
志
而
歸
、
阿
母
亦
」
在
病
褥
、
而
疾
大
漸
、
溘
然
逝
矣
、
哭
踊
之
餘
、

失
飲
」
食
之
節
、
終
不
勝
喪
而
卒
、
實
寛
政
九
年
十
月
十
」
日
也
、
嗚
呼
、

哀
哉
傷
哉
、
享
年
僅
二
十
歳
、
乃
卜
宅
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［
右
］兆

、
葬
先
塋
側
、
既
襄
事
矣
、
君
未
有
伉
儷
、
故
無
嗣
」
家
、
翁
乞
國
吉
氏

之
子
爲
嗣
、
乃
當
士
直
之
子
行
」
也
、
養
子
藤
兵
衛
、
相
卜
別
建
一
碑
于
邑

三
光
院
」
境
内
、
蓋
碑
面
于
法
題
焉
、
哀
其
志
不
果
、
乃
屬
一
」
辭
、
勒
碑

隂
、
銘
之
曰

斯
爲
溫
夫
之
移
兆　

形
于
彼
乎
消
」
名
于
是
不
朽　
　
　
　

同
國
櫃
川

文
化
二
年
乙
丑
冬
十
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
貞
撰

注（
１
）	

千
葉
郡
、
君
津
郡
、
市
原
郡
に
お
け
る
寺
子
屋
活
動
に
つ
い
て
は
、『
千
葉
県
教

育
史
』（
千
葉
県
教
育
会
編
、
一
九
三
八
〜
一
九
四
一
）
が
触
れ
て
い
る
ほ
か
、

川
崎
喜
久
男
氏
『
筆
子
塚
研
究
』（
多
賀
出
版
、
一
九
九
二
）、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
『
筆
子
塚
資
料
集
成
─
千
葉
県
・
群
馬
県
・
神
奈
川
県
─
』（「
非
文
献

資
料
の
基
礎
的
研
究
（
筆
子
塚
）」
二
〇
〇
一
）
が
包
括
的
な
調
査
研
究
を
し
て

い
る
。

	

　

そ
の
他
、
千
葉
郡
に
お
け
る
文
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』
千
葉
県
千
葉
郡
教
育
会
、
一
九
二
五
、二
六
九
～
二
六
七

頁
、
八
二
二
～
八
二
七
頁
。『
千
葉
市
誌
』
千
葉
市
、
一
九
五
三
、五
〇
六
～

五
〇
七
頁
。『
千
葉
市
教
育
史
』
通
史
編
上
、
五
～
五
二
頁
（
千
葉
市
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
〇
）、
同
史
料
編
一
、三
～
九
十
一
頁
（
同
、
一
九
九
七
）。
君
塚
玄

圃
に
つ
い
て
は
、
川
名
登
氏
『
評
伝
・
赤
松
宗
旦
』（
彩
流
社
、
二
〇
一
〇
）
が

あ
る
。

（
２
）	

上
掲
『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』
九
六
三
～
九
六
六
頁
。

（
３
）	

深
河
（
川
）
元
携
を
は
じ
め
、
深
河
（
川
）
一
族
に
つ
い
て
は
、『
袖
ヶ
浦
町

史
』
通
史
編
下
（
袖
ヶ
浦
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
三
）
四
九
三
～

四
九
六
、七
三
二
～
七
三
六
頁
、
大
室
晃
氏
『
い
ち
は
ら
人
物
譚
』
海
潮
社
、

一
九
八
三
、一
六
三
～
一
六
五
頁
に
詳
し
い
。

（
４
）	

君
津
郡
に
お
け
る
文
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。『
君
津
郡

誌
』
下
巻
（
千
葉
県
君
津
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
）
第
二
編
第
二
章
人
物
、

『
袖
ヶ
浦
町
史
』
通
史
編
下
（
袖
ヶ
浦
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
三
）
第
五
編

第
八
章
文
化
、
第
六
編
人
物
。『
袖
ヶ
浦
奈
良
輪
・
鳥
飼
家
文
書
目
録
』
下
（
千

葉
県
文
書
館
、
二
〇
〇
九
）
八
～
十
頁
。
ま
た
、
玉
川
和
彦
氏
編
『
い
し
ぶ
み

を
訪
ね
て
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
二
）
に
は
、
君
津
郡
に
お
け
る
漢
文
碑
が

三
十
一
基
、
同
編
『
い
し
ぶ
み
を
訪
ね
て
・
第
二
輯
』（
二
〇
〇
六
）
に
は
、
同

郡
に
お
け
る
漢
文
碑
が
二
十
三
基
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
嶺
田
楓
江
に

つ
い
て
は
、
明
石
吉
五
郎
『
嶺
田
楓
江
』（
博
文
館
、
一
九
一
九
）、
至
徳
堂
に

つ
い
て
は
、
三
浦
茂
一
氏
『
近
世
教
育
の
一
断
面
─
上
総
の
郷
学
「
至
徳
堂
」

の
歴
史
─
』（
崙
書
房
出
版
、
二
〇
一
四
）
な
ど
が
あ
る
。
重
城
保
に
つ
い
て

は
、
菱
田
忠
義
・
重
城
良
造
氏
編
『
重
城
保
日
記
』
第
一
～
第
十
巻
（
う
ら
べ

書
房
、
一
九
九
〇
～
一
九
九
七
）
が
あ
り
、
同
書
九
巻
に
は
重
城
保
撰
に
よ
る

五
十
四
の
漢
文
碑
の
翻
刻
と
書
き
下
し
文
、
さ
ら
に
そ
の
漢
文
で
書
か
れ
た
著

書
『
青
崖
詩
鈔
』『
青
崖
詩
稿
』『
青
崖
遊
浜
日
誌
』
の
影
印
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。

（
５
）	

筆
者
は
そ
れ
ら
全
て
の
翻
刻
、
書
き
下
し
文
の
添
削
・
助
言
を
し
て
い
る
。

（
６
）	

但
し
、
鶴
牧
藩
修
来
館
の
刊
行
物
と
し
て
鶴
牧
版
『
史
記
評
林
』
が
あ
る
ほ
か
、

日
高
誠
実
・
鶴
岡
安
宅
に
つ
い
て
は
伝
記
・
翻
訳
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
日
高

に
つ
い
て
は
、
近
著
に
渡
邉
茂
男
氏
『
房
総
の
仙
客
─
日
高
誠
実
─
』
創
英
社
、

二
〇
一
七
が
あ
り
、
鶴
岡
に
つ
い
て
は
、
小
幡
重
康
氏
「
口
語
訳
・
鶴
岡
安
宅

「
松
陰
山
房
日
誌
」
抄
「
東
金
郷
校
記
」」（『
南
総
郷
土
文
化
研
究
会
誌
』

十
三
、一
九
八
二
）、
同
「
口
語
訳
・
松
陰
山
房
日
誌
抄
・
苅
谷
僑
居
記
」（『
市

原
地
方
史
研
究
』
十
二
、一
九
八
二
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
東
金
市
史
』
総
集
編

（
東
金
市
役
所
、
一
九
八
七
）
一
〇
〇
～
一
〇
九
頁
に
、
そ
の
著
書
の
翻
訳
や
伝

記
が
な
さ
れ
、
ま
た
上
掲
『
千
葉
県
教
育
史
』
巻
一
、一
九
三
八
、八
五
八
～

八
六
一
頁
、『
夷
隅
町
史
』
資
料
集
、（
夷
隅
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
二
）
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一
〇
三
七
～
一
〇
五
八
頁
に
、
そ
の
基
礎
資
料
の
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）	

筆
者
は
、
令
和
元
年
十
二
月
三
日
現
在
、
市
原
郡
に
お
け
る
漢
文
で
記
載
さ
れ

た
石
碑
を
百
二
十
三
基
（
注
五
に
記
し
た
も
の
は
除
く
）
採
録
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
既
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
原
文
が
何
ら
か
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
誤
植
や
脱
字
が
多
か
っ
た
り
、
抜
粋
に
よ
る
紹
介
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
っ

た
り
、
書
き
下
し
文
の
み
の
紹
介
だ
っ
た
り
し
て
、
き
ち
っ
と
し
た
形
で
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
漢
文
碑
が
二
十
二
基
あ
り
、
既
に
発
見
さ
れ
、
原
文
も
ほ
ぼ
間

違
い
な
く
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
訳
注
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
分
析
・
考
証

が
な
さ
れ
て
い
な
い
漢
文
碑
が
五
基
あ
り
、
正
確
な
原
文
を
掲
載
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
分
析
・
考
証
を
な
し
て
い
る
も
の
の
、
書
き
下
し
文
に
問
題
が
あ
る

漢
文
碑
が
一
基
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
全
て
新
発
見
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
期
の

地
方
新
聞
（
東
海
新
聞
、
東
海
新
報
、
新
総
房
、
千
葉
毎
日
新
聞
）
の
漢
詩
欄

や
千
葉
県
文
書
館
蔵
岡
田
利
政
家
文
書
、
同
露
崎
家
文
書
な
ど
か
ら
、
数
百
首

の
漢
詩
や
三
部
の
漢
文
資
料
を
採
録
し
、
ま
た
各
所
で
十
六
冊
の
漢
文
資
料
、

一
冊
の
寺
子
屋
門
人
名
簿
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漢
詩
・
漢
文
資
料
も

九
割
以
上
が
紹
介
さ
え
も
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）	

筒
井
政
憲
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
近
海
岸
見
聞
御
用
を
命
じ
ら
れ
（『
寛

政
譜
以
降
・
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
３
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
、一
七
六
一

頁
）、
房
総
諸
州
を
巡
視
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
人
足
や
馬
、
宿
泊
先
の
手
配
な

ど
の
負
担
が
、
馬
加
村
、
検
見
川
村
、
曽
我
野
村
、
八
幡
村
、
北
五
井
村
、

松
ヶ
島
村
、
奈
良
輪
村
な
ど
に
割
り
当
て
ら
れ
、
各
村
の
名
主
が
そ
の
任
に
当

た
っ
た
（『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
五
巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
三
、三
二
五
～

三
二
六
頁
）。
松
ヶ
島
村
で
天
領
の
名
主
を
務
め
て
い
た
吉
野
宇
右
衛
門
は
、

松
ヶ
島
村
、
島
野
村
、
青
柳
村
、
飯
沼
村
、
出
津
村
、
玉
崎
新
田
五
ケ
村
の
惣

代
を
言
い
渡
さ
れ
、
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
（『
市
原
市
史
』
資
料
編
（
近
世

編
３
上
）
七
六
頁
）。
本
資
料
は
、
そ
の
際
、
吉
野
家
が
払
っ
た
労
苦
に
対
す
る

報
酬
と
し
て
、
筒
井
政
憲
に
執
筆
を
願
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
奈
良
輪
村
名
主
鳥

飼
家
は
、
同
年
、
筒
井
政
憲
か
ら
書
を
賜
わ
っ
て
お
り
（
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
・

鳥
飼
家
文
書
「
し
三
十
七
」）、
ま
た
こ
の
際
、
筒
井
政
憲
を
自
宅
に
滞
在
さ
せ

た
海
保
村
の
名
主
征
矢
家
も
書
を
賜
わ
っ
て
い
る
（
資
料
十
二
）。
ま
た
、
時
期

を
異
に
す
る
が
、
市
原
郡
下
野
村
、
同
押
沼
村
、
同
中
野
村
に
も
、
多
く
の
筒

井
政
憲
の
書
が
残
さ
れ
て
い
る
（
塙
節
子
氏
「
筒
井
伊
賀
守
政
憲
の
書
と
領
主

筒
井
氏
」『
上
総
市
原
』
市
原
市
文
化
財
研
究
会
、
二
〇
一
七
、九
四
頁
）。
こ
の

よ
う
に
見
て
み
る
と
、
筒
井
政
憲
は
、
褒
賞
の
一
つ
と
し
て
書
を
授
け
る
こ
と

を
常
習
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
９
）	

落
合
忠
一
氏
『
松
ヶ
島
漁
業
史
』（
私
家
本
、
一
九
七
二
）
十
八
～
二
十
三
頁
。

な
お
、
同
書
同
頁
に
よ
れ
ば
、
草
分
け
六
家
は
元
来
九
家
だ
っ
た
が
、
し
ば
ら

く
し
て
三
家
が
な
く
な
り
、
六
家
と
な
っ
た
。

（
10
）	

『
市
原
市
史
』
中
巻
、
二
二
七
頁

（
11
）	

永
井
泰
子
氏
所
蔵
の
栗
位
牌
背
部
の
書
き
付
け
に
拠
る
。

（
12
）	

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
高
潮
で
、
東
京
湾
沿
岸
部
は
大
き
な
被
害
を
蒙
り
、

五
井
附
近
で
は
、
墓
石
も
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
旧
五
井
村
上
宿
地

区
の
守
永
寺
に
は
、
当
該
住
職
の
墓
石
・
位
牌
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
住
職

の
没
年
な
ど
は
一
切
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
作
り
直
し
た
位
牌
の

な
か
に
、「
十
四
世　

廣
蓮
社
闡
譽
上
人
法
阿
一
道
順
昇
和
尚
」
と
書
か
れ
た
位

牌
が
あ
り
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。

（
13
）	

永
井
家
墓
地
に
あ
る
成
島
司
直
筆
の
歌
碑
の
裏
に
、「
大
江
堂
吉
野
宇
右
衛
門
常

房
」
と
掘
ら
れ
て
あ
る
。
吉
野
常
房
の
俳
句
は
、「
松
ヶ
島
村
養
老
神
社
奉
納
俳

諧
額　

手
向
の
ふ
し
き
」（『
市
原
市
史
』
資
料
編
（
近
世
編
３
上
）
九
七
二
頁
）

の
な
か
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	

千
葉
県
立
中
央
図
書
館
蔵
・
河
崎
英
斎
『
房
総
医
家
人
名
録
』（
一
八
二
五
年
）

に
は
、「
同　

有
帯
下
淋
瀝
之
妙
法　

松
ヶ
島　

吉
野
七
郎
左
衛
門
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
の
吉
野
常
広
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
に
で
て
く

る
「
同
」
は
、「
本
科
」（
眼
科
な
ど
で
は
な
い
）
の
意
で
あ
る
。「
有
帯
下
淋
瀝

之
妙
法
」
と
あ
り
、
泌
尿
器
科
、
婦
人
科
治
療
で
評
判
だ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

（
15
）	
加
藤
定
彦
氏
『
関
東
俳
壇
史
叢
稿
─
庶
民
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
─
』（
若
草
書

房
、
二
〇
一
三
）
四
四
一
、四
五
三
頁
。
同
書
に
よ
る
と
、
半
場
里
丸
は
、
上
総

国
夷
隅
郡
行
川
の
出
身
で
、
化
政
期
に
活
躍
し
た
俳
人
。
な
お
、
そ
の
翻
刻
は
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『
夷
隅
の
俳
諧
』（
夷
隅
町
史
・
資
料
集
別
巻
、
夷
隅
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
九
七
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	

神
谷
文
右
衛
門
は
、
こ
の
頃
、
西
大
平
藩
小
払
方
を
務
め
て
い
た
。（『
市
原
市

史
』
資
料
集
、（
近
世
編
２
）
一
五
五
頁
な
ど
）

（
17
）	

正
木
幽
谷
は
、
君
津
郡
神
納
村
出
身
で
、
そ
の
漢
詩
は
兪
樾
編
『
東
瀛
詩
選
』

に
も
採
録
さ
れ
る
。『
袖
ヶ
浦
町
史
』
通
史
編
下
（
袖
ヶ
浦
町
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
八
三
）
七
二
八
～
七
三
二
頁
に
詳
し
い
。

（
18
）	

鴇
矢
鹿
門
（
一
七
九
八
～
一
八
六
二
）
は
、
字
を
鎮
卿
、
啓
藏
と
い
い
、
致
一

斎
、
帰
耕
軒
な
ど
と
号
し
た
。
大
田
錦
城
に
師
事
し
、
の
ち
、
江
戸
で
私
塾
を

開
い
て
成
功
す
る
が
、
跡
取
り
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
に
郷
里
・
旧
海
保
村
中

郷
地
区
に
帰
り
、
暫
く
し
て
自
宅
で
私
塾
を
始
め
る
と
、
こ
れ
も
大
い
に
成
功

し
た
。
当
時
に
お
け
る
市
原
郡
を
代
表
す
る
学
者
で
あ
る
。
そ
の
伝
記
に
『
郡

誌
』
町
村
誌
篇
、
七
九
七
～
七
九
九
頁
、
滝
口
房
州
氏
『
上
総
の
人
・
海
保
漁

村
』
四
十
七
～
五
十
三
頁
、
同
「
鴇
矢
鹿
門
」（『
市
原
地
方
史
研
究
』
第
十
号
、

市
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
）
が
あ
る
。

（
19
）	

そ
も
そ
も
こ
の
遺
著
は
、
昭
和
四
十
九
年
、
滝
口
房
州
氏
が
、
海
保
漁
村
の
研

究
を
し
て
い
た
と
き
、
そ
の
子
孫
鴇
矢
秀
虎
氏
の
好
意
で
そ
の
複
写
と
公
表
を

許
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

（
20
）	

碑
文
所
載
の
「
南
總
府
」
と
は
、「
南
總
府
中
」
の
略
称
で
あ
ろ
う
。「
南
總
」

は
上
総
国
の
別
称
で
あ
る
。「
府
中
」
は
市
原
郡
能
満
村
の
別
称
で
あ
る
（『
市

原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
３
上
）
六
〇
五
〜
六
〇
六
頁
）。
能
満
村
日
吉
山
神

王
院
住
職
・
秀
元
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
上
掲
書
六
一
一
頁
所
載
資
料
に
よ
り

確
認
で
き
る
。

（
21
）	

大
野
温
子
氏
「
収
月
」『
俳
文
学
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五
、三
八
五
～

三
八
六
頁

（
22
）	

「
街
田
邨
内
系
図
」
は
、
宇
多
天
皇
か
ら
進
藤
正
路
に
至
る
進
藤
本
家
の
系
図
、

さ
ら
に
、
そ
の
分
家
七
軒
と
町
田
村
に
居
住
す
る
そ
の
他
の
家
々
二
十
四
軒
の

系
図
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
宝
暦
十
年
宗
門
人
別
帳
の
進
藤
本
家
部
分
の
写
し
、

進
藤
本
家
と
そ
の
分
家
の
分
地
高
帳
写
し
、
如
意
丸
と
進
藤
正
長
の
和
歌
が
付

さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
言
っ
て
、
幕
末
の
当
主
・
進
藤
正
路
が
過
去
の
宗
門

人
別
帳
を
基
に
作
成
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
今
回
発
見
さ
れ
た
こ
の
資
料
は
、
同

じ
く
新
た
に
発
見
さ
れ
た
進
藤
正
路
（
佐
々
木
脩
内
）
作
成
の
「
字
一
筆
限
地

図
」（
一
八
七
六
作
成
。
分
家
「
に
え
」
所
蔵
）
と
と
も
に
、
今
後
、
町
田
村
の

歴
史
を
た
ど
る
う
え
で
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
23
）	

同
書
七
九
三
、八
一
八
頁

（
24
）	

な
お
、
切
生
の
佐
々
木
氏
に
つ
い
て
は
、
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
に
同
地
に

農
民
と
し
て
下
野
し
た
一
族
だ
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
、
切
生
に
は
、
平

安
時
代
か
ら
、
在
地
領
主
の
佐
々
木
氏
が
存
在
し
た
と
さ
れ
（
以
上
、「
海
保
根

元
記
」『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
１
）
六
六
二
頁
）、
同
氏
は
、
文
和
元

年
（
一
三
五
二
）
に
滅
亡
し
た
（『
郡
誌
』
町
村
誌
篇
、
八
一
五
頁
）
と
い
わ
れ

る
が
、
切
生
の
佐
々
木
氏
は
「
海
保
根
元
記
」
に
お
い
て
、
そ
の
在
地
領
主
の

佐
々
木
氏
の
末
裔
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

（
25
）	

『
郡
誌
』
町
村
篇
、
七
六
一
頁

（
26
）	

進
藤
勇
右
衛
門
知
英
（
一
八
一
一
～
一
八
四
七
）
は
、
当
地
二
十
有
余
村
の
名

主
を
率
い
て
、
触
元
（
代
官
名
主
）
と
し
て
諸
名
主
を
牛
耳
る
一
方
、
訴
訟
の

解
決
に
も
定
評
を
有
し
、
ま
た
幼
時
に
市
河
米
庵
に
弟
子
入
り
し
、
そ
の
学
才

は
右
に
出
る
も
の
が
な
い
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、『
郡

誌
』
町
村
篇
、
七
九
三
～
七
九
六
頁
に
詳
し
い
。
但
し
、
佐
々
木
伸
明
氏
所
蔵

「
街
田
邨
内
系
図
」
や
、
不
動
院
墓
地
、
千
葉
市
在
住
・
佐
々
木
惣
一
氏
（
勇
右

衛
門
家
継
承
者
）
所
有
の
勇
右
衛
門
墓
地
と
勇
右
衛
門
家
位
牌
に
よ
る
と
、
進

藤
勇
右
衛
門
知
英
は
『
郡
誌
』
の
い
う
よ
う
な
初
代
で
は
な
く
、
二
代
目
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
文
資
料
九
に
付
し
た
解
題
も
参
考
さ
れ
た
い
。

	
　

ま
た
旧
町
田
村
に
は
、「
月
瀨
荻
野
先
生
之
碑
」
が
あ
り
、
こ
の
荻
野
月
瀬

は
、
佐
藤
一
斎
に
学
ん
だ
後
、
吉
田
藩
教
授
に
就
き
、
そ
の
致
仕
後
、
町
田
村

の
佐
々
木
某
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
、
郷
人
に
学
問
を
教
え
た
と
い
う
。
こ
の

佐
々
木
某
は
勇
右
衛
門
知
英
、
勇
右
衛
門
千
濤
の
こ
と
だ
ろ
う
。

	

　

さ
ら
に
、
旧
町
田
村
中
島
地
区
の
不
動
院
は
、
進
藤
氏
（
当
時
は
勇
右
衛
門

家
が
中
心
）
が
庇
護
す
る
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
そ
の
跡
地
の
土
中
か
ら
、
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新
た
に
筆
子
塚
を
一
基
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
筆
子
塚
は
、
表
面
に
「
勵

厚
院
義
峯
秀
阿
信
士
墓
」、
右
面
に
「
安
永
七
戊
戌
天
閏
七
月
廿
八
日
永
代
月
得

金
一
兩
一
分
當
院
」、
左
面
に
「
行
世
六
十
有
三
歳
筆
子
六
十
七
人
播
州
之
産
俗

名
深
尾
丹
治
安
統
」
と
あ
り
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
ま
で
（
当
時
の
勇
右

衛
門
家
は
、
惣
右
衛
門
実
延
か
ら
勇
右
衛
門
知
意
に
か
け
て
の
代
）
に
、
不
動

院
で
寺
子
屋
教
授
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

（
27
）	

上
掲
滝
口
光
之
氏
「
鴇
矢
鹿
門
」

（
28
）	

『
郡
誌
』
町
村
篇
、
七
九
三
頁

（
29
）	

勇
右
衛
門
千
濤
は
、「
性
華
美
を
好
む
」「
書
を
以
て
称
せ
ら
る
。
郷
党
下
風
に

立
つ
こ
と
前
代
に
異
な
ら
ず
」（『
郡
誌
』
町
村
誌
篇
、
七
九
六
頁
）
と
評
さ
れ

る
。

（
30
）	

『
郡
誌
』
町
村
篇
、
七
九
三
～
七
九
六
頁
に
基
づ
い
た
ほ
か
、
佐
々
木
伸
明
氏
所

蔵
「
街
田
邨
内
系
図
」
や
、
不
動
院
墓
地
、
千
葉
市
在
住
・
佐
々
木
惣
一
氏
所

有
の
勇
右
衛
門
墓
地
と
勇
右
衛
門
家
位
牌
を
悉
皆
調
査
し
た
成
果
に
拠
る
。

（
31
）	

旧
海
保
村
上
郷
地
区
・
遍
照
院
の
階
段
入
口
の
両
脇
に
現
存
す
る
。

（
32
）	

上
掲
鴇
矢
鹿
門
の
父
郡
平
の
こ
と
。

（
33
）	

そ
の
他
、
同
碑
か
ら
は
、
勇
右
衛
門
家
の
分
家
「
か
ん
こ
う
」
の
当
主
五
郎
七

が
二
両
一
分
、
本
家
「
上
」
の
当
主
宗
左
衛
門
が
二
分
、「
に
え
」
の
当
主
又

七
、「
に
い
や
」
の
当
主
勝
右
衛
門
が
そ
れ
ぞ
れ
二
朱
出
し
て
い
る
。
引
田
村
名

主
立
野
太
郎
兵
衛
が
一
両
二
分
、
柏
原
村
名
主
小
出
重
左
衛
門
、
立
野
村
名
主

切
替
長
右
衛
門
が
そ
れ
ぞ
れ
二
分
、
野
毛
村
名
主
飯
島
四
郎
右
衛
門
、
今
富
村

名
主
根
本
弥
五
左
衛
門
、
小
折
村
名
主
早
川
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
分
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
宗
右
衛
門
家
（
の
ち
の
勇
右
衛
門
家
）
の
資
産
が

当
地
に
お
い
て
い
か
に
突
き
抜
け
て
い
た
か
が
窺
え
る
と
同
時
に
、
町
田
村
に

お
け
る
進
藤
一
門
が
全
体
で
い
か
に
富
裕
で
あ
っ
た
か
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
34
）	

惣
右
衛
門
実
延
は
、
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
没
年
齢

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
父
・
惣
右
衛
門
又
七
郎
が
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）
に
五
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
惣
右
衛
門
実
延

の
生
ま
れ
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
頃
と
推
測
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。

（
35
）	

惣
左
衛
門
正
意
の
子
・
宗
（
惣
）
右
衛
門
の
妻
。
榮
光
院
泰
然
了
普
大
姉
。
寛

延
三
年
没
。

（
36
）	

樋
口
氏
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
説
を
主
張
し
て
い
る
が
、
氏
に
よ
れ
ば

ほ
か
に
も
天
明
三
年
説
、
寛
政
九
年
説
が
あ
る
と
い
う
。『
市
原
市
史
』
別
巻
、

六
六
三
頁

（
37
）	

二
世
万
松
齋
に
つ
い
て
は
、「
中
嶋
菊
次
郎
」（『
房
総
人
名
辞
書
』
一
九
〇
七
年

千
葉
毎
日
新
聞
社
刊
の
影
印
版
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
、六
八
六
頁
）
を
は

じ
め
、
斎
藤
延
太
郎
氏
「
五
井
の
句
碑
と
歌
碑
」（『
市
原
地
方
史
研
究
』
市
原

市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
）、
高
澤
恒
子
氏
「
俳
句
の
師
匠
・
中
島
万
松
齋
の

筆
子
塚
に
つ
い
て
」（『
郷
土
史
誌
・
上
総
』
第
十
一
号
、
上
総
国
歴
史
の
会
、

二
〇
一
一
）
が
貴
重
な
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。

（
38
）	

先
頃
、
旧
海
保
村
上
郷
地
区
在
住
霜
﨑
博
之
氏
が
同
家
所
蔵
の
「
明
治
四
捨
壱

年
・
当
座
日
記
・
拾
号
・
竜
吟
亭
」
と
題
す
る
日
記
に
、
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
十
一
月
八
日
、
征
矢
家
の
最
後
の
当
主
・
健
三
（
善
四
郎
の
長

男
）
が
一
家
を
連
れ
て
当
時
の
五
井
町
川
岸
地
区
に
移
転
し
た
旨
の
記
事
を
見

つ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
程
、
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
旧
青
柳
村
北
青

柳
地
区
山
下
家
（
屋
号
「
は
し
む
か
い
」）
の
子
孫
な
ど
に
は
、
健
三
が
晩
年
、

同
山
下
家
に
身
を
寄
せ
て
死
亡
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
39
）	

征
矢
善
四
郎
（
一
八
四
九
～
一
八
九
七
）
に
つ
い
て
は
、『
随
聞
随
筆
・
総
房
人

物
論
誌
』
第
二
輯
（
博
聞
館
、
一
八
九
三
）
二
十
頁
、
同
書
第
三
輯
（
博
聞
館
、

一
八
九
三
）
三
十
三
～
三
十
四
頁
、『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑
（
千
葉
県
議

会
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
五
）
四
九
五
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
市
原
市
史
』
中
巻
、
五
六
四
頁
は
善
四
郎
が
率
い
た
俳
句
結
社
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。
そ
の
広
大
な
屋
敷
は
、
当
時
掘
ら
れ
た
銅
版
画
か
ら
窺
え
る
（『
千
葉

県
博
覧
図
』
二
六
九
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
）。

（
40
）	

鴇
矢
元
彰
（
一
八
九
五
没
）
は
、
旧
今
富
村
名
主
・
根
本
弥
五
左
衛
門
宣
胤
の

三
男
で
、
名
を
信
一
郎
、
通
称
を
虎
右
衛
門
と
い
い
、
鴇
矢
鹿
門
の
養
子
・
元

忠
（
旧
君
津
郡
奈
良
輪
村
鳥
飼
家
出
身
）
の
養
子
と
な
っ
た
。
江
戸
期
に
小
出

領
名
主
（
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
蔵
『
海
保
村
宗
門
人
別
御
改
帳
』
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一
八
六
七
）、
明
治
以
後
に
は
、
学
区
取
締
り
（『
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
市
原

市
立
東
海
小
学
校
新
校
舎
落
成
創
立
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、

一
九
七
七
、四
八
頁
の
ほ
か
、
現
当
主
鴇
矢
元
彰
氏
所
蔵
「
假
小
學
校
設
立
伺
」

（
第
二
十
二
區
三
画
、
夷
隅
郡
勝
浦
町
、
濱
勝
浦
村
、
串
濱
村
））、
地
租
改
正
総

代
人
（
上
掲
町
田
「
に
え
」
所
蔵
「
字
一
筆
限
地
図
」（
一
八
七
六
）
所
収

「
記
」）
を
務
め
、
能
書
家
で
知
ら
れ
る
と
同
時
に
、
多
く
の
漢
詩
や
金
石
文
を

残
し
て
い
る
。

（
41
）	

小
貫
庸
徳
（
一
八
三
二
～
一
八
九
六
）
は
、
字
は
明
卿
、
号
は
霞
浦
で
、
志
筑

藩
出
身
。
藩
校
で
学
ん
だ
後
、
尊
皇
攘
夷
を
鼓
吹
し
て
、
各
地
を
転
々
と
し
、

市
原
郡
で
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
家
と
旧
白
塚
村
の
徳
蔵
院
で
漢
学

を
教
え
て
い
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
～
二
十
年
（
一
八
八
七
）
ま
で
は
、

北
海
道
で
学
務
官
を
務
め
て
い
る
（
白
塚
村
寺
町
地
区
徳
蔵
院
跡
現
存
「
小
貫

先
生
之
碑
」）。
右
記
鴇
矢
家
に
墓
碑
が
現
存
す
る
。
市
原
郡
の
各
所
の
ほ
か
、

北
海
道
で
も
各
所
に
碑
文
を
残
し
、
ま
た
鱸
松
塘
の
詩
社
に
入
っ
て
い
た
（『
詞

華
集
・
日
本
漢
詩
』
十
一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
、
五
六
七
～
五
六
八
頁
）。

柴
田
清
継
氏
「
函
館
に
お
け
る
王
冶
本
の
詩
文
交
流
」（『
武
庫
川
国
文
』
八
十

四
．
二
〇
一
八
）
に
も
そ
の
詩
の
一
部
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
42
）	

た
だ
し
、
九
郎
右
衛
門
家
（
屋
号
「
隠
居
」）
の
当
主
・
菊
間
忠
広
氏
に
よ
る

と
、
当
家
に
は
「
上
」
の
当
主
が
孫
を
連
れ
て
隠
居
分
家
し
た
家
だ
と
い
う
口

伝
が
あ
る
と
い
う
。

（
43
）	

上
掲
「
祖
先
旧
記
覚
」
で
は
、
七
代
目
藤
左
衛
門
義
文
は
藤
左
衛
門
茂
文
、
弟

義
房
は
茂
房
と
な
っ
て
い
る
。

（
44
）	

「
菊
間
茂
文
」「
菊
間
文
彬
」『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
第
四
巻
、
新
人
物
往
来

社
、
一
九
八
八
、二
〇
四
～
二
〇
五
頁
。『
市
原
市
史
』
中
巻
、
三
一
三
～

三
一
九
頁

キ
ー
ワ
ー
ド

市
原
市
、
漢
文
、
石
碑
、
町
田
、
海
保


